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学 長 メ ッ セ ージ

T op Message

　 こ の報告書は 2018 年度から 開始し た東京家政大学

総合研究プロジェ ク ト 「 ひと の生（ Life） を支える学

の構築」 事業 2 年目の報告書である。 中間まと めで

はあるが、 それぞれに成果が盛り 込まれている。 第 1

回目の研究募集テーマは「 健康生活研究」 で、 それに

関連するテーマの研究成果である 。 こ こ で研究が終わ

るも の、 3 年目までかかる研究、 5 年計画で進めら れ

る研究がある。 2019 年度内に第 2 期のテーマで研究

募集が行われ、 2020 年度から 新たな研究も 始まる 。

　「 ひと の生（ Life）を支える力」と し て、①はぐく む力、

②う みだす力、③まけない力、④つながる力を想定し 、

それぞれの力が総合的に働き支えるこ と ができると 考

えている。 東京家政大学だからこ そできる・ し なけれ

ばならない研究を続けていきたい。 その成果を、 学生

の教育に、 地域や社会の課題解決に、 産官学民と の研

究開発等に生かし ていきたいと 考えている 。

　「 ひと の生（ Life） を支える 」 と いう こ と は決し て

控えめなこ と ではなく 、 積極的にかかわるこ と が大切

であり 求められている。 科学や技術の大幅な発展や激

変する社会にあっては、 常に新し く 提起さ れる諸問題

への対応や課題解決、 人が誕生し 生きる上での基礎的

なサポート 、 生涯にわたり ゆたかな人生の歩みを支え

るこ と は、 人びと の個別な状況をと ら えながら も 「 サ

ポート システム」 と し ての全体性も必要と さ れるであ

ろう 。 その意味で、 こ の事業はこ れから長い年月を必

要と すると 考えている。
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背景および目的

発達障害児などの特別なニーズのある児童・ 生徒

が通常の教育の場で学ぶこと が増えているが、 指導

上の工夫や組織的な取り 組みによる教育の質の向上

が課題と なっ ている。 そこ で本研究では、 特別の支

援を必要と する児童・ 生徒に接する現職教員および

教職課程の学生を 対象と し た障害理解研修教材の

開発と 効果の検証を行う 。 そし て、 幼少期から の一

貫し たインク ルーシブ教育を推進すると と も に、 地

域社会が大学の研究成果を活用するモデルを開発す

る。 具体的には、 大学の研究を生かし た特別の支援

が必要な子ども に係る、 1） 教員養成・ 現職教員用

障害理解研修プログラ ムの開発、 2） 研修用教材の

開発、 3） 地域社会と 共有可能な障害理解推進モデ

ルの構築を行う 。 本年度は、 2） に関し 、 実態調査

の結果にもと づき研修用教材を開発するこ と を目的

と し た。 具体的には、 通常学校教員および大学の教

職課程学生による活用を想定し 、 ①自己研鑽、 ②障

害理解の促進、 ③発達障害の知識と 対応の基礎、 ④

具体的対応、 の 4 つの視点から教材開発をし た。

方 法

1 . 自己研鑽用教材

　 全国の既存の教材・ 教具情報の調査をし 、 収集し

た情報を活用し た、 教員や学生が自ら 学び、 実践に

活用可能な教材・ 教具 W EB リ ンク 集を作成するこ

と と し た。 全国の 47 都道府県と 20 政令指定都市

の地方教育行政を担当する機関が運営する HP を対

象に特別支援教育に関する教材情報提供サイト を調

査し た。収集データ を内容からカテゴリ ーに分類し 、

整理し 検討し た。

2 . 動画教材

　 1） 障害理解促進用教材

　 障害理解の基礎的知識と し て障害の社会モデルの

研修教材を制作するため、先行研究（ 田中他 ,2019）

の動画と 障害当事者である講師の講義映像を組み合

わせる方法をと った。

　 2） 発達障害の知識と 対応の基礎

　 通常学校に在籍することが多い発達障害児の理解を

深める教材と し て、 医師による解説動画を作成し た。

基礎と学校でよく みられる児童生徒の行動とした。

　 3） 具体的対応

　 教育実践の場での具体的対応の理解を深めるため

のナレーショ ン付きの動画を作成し た。 内容は、 発

達障害児の学習や学校生活上の課題や問題の理解と

対応であった。

3 . 教材の作成におけるヒ アリ ング

　 専門家、 当事者、 および教育委員会の教員からの

意見を聴取し た。

結 果

1 . 自己研鑽用教材・ 教具 W EB リ ンク集

　 都道府県では 23 道府県（ 48.9% ）、 政令指定都市

では 2 都市（ 10.0% ） において特別支援教育に関す

る教材 W eb サイ ト があっ た。 データ を都道府県・

政令指定都市、運営機関、W eb サイト 名、検索機能、

カテゴリ ーの中から 実践年月日等、 学校種、 学部・

学年、 障害種別、 特性・ ニーズ、 教科・ 領域、 さ ら

には ICT 教材、 動画機能、 ダウンロード 機能の視点

により 整理し た。 リ ンク の許可が得ら えた W eb サ

イト を活用し 、 本学子ども 学部のホームページ上に

リ ンク集を作成し た（ Fig.1）。

2 . 動画教材

　 障害理解促進用教材は、 先行研究の動画に 30 分

程度の講義動画を組み合わせた研修動画が完成し

た。 研修時間は 90 分間を 想定し た。 障害の基礎

知識と 対応は、 15 分間前後の動画を 2 本制作し

た。 具体的対応は、 学習場面、 学校生活場面など

の場面別の代表的な対応例を示し た動画を作成し た

（ Fig.2）。

3 . ヒ アリ ング

　 教材・ 教具集および研修動画についてのヒ アリ ン

グ結果は、 次の通り であった。

　 ①障害理解の動画については、 教員対象の研修と

し ては、 一つの内容が時間的に長いこ と 、 ②その他

の動画と の組み合わせで 90 分間以内の動画と する

こ と が望まし い、 ③基礎的知識と 具体的対応の動画

は、 教員は翌日からすぐに使える情報を求めている

点を考慮すること が望まし い、 ④障害理解の研修動

画は、 保育者や非常勤のサポータ ーにと っ て有用な

情報になる可能性がある、 ⑤教材・ 教具のリ ンク 集

について研修で解説するこ と が有用である等の意見

を得た。

考 察

教材・ 教具集は、 都道府県の約半数の教育委員

会で教材 W eb サイト を有し ているこ と が明ら かと

なったが、 その一方で約半数では情報提供がなさ れ

ていないこ と が明らかと なった。 作成し たリ ンク集

の利便性を高めるため、 今後は QR コ ード を追加す

る等の工夫をし 、 また研修用資料にも QR コ ード を

印刷するなど、 受け手が実行し やすい方法を検討す

る必要がある。

　 研修用の動画教材は、 受講者の経験や知識の違い

によっ て、 ニーズが異なる点が課題と 考えら れた。

今後、 ニーズに応じ た、 動画の選択、 長さ の調整や

使用する教材の選択等について明らかにし ていく 必

要があると 考えられた。

　 ヒアリ ング結果を踏まえ、 研修動画は、 全てを一続

きの動画にするのではなく 、 研修時間やニーズに応じ

て部分的に利用可能にするため、 テーマを選択し て使

用できる形態にする必要性がある。 具体的には、 ①全

体版 : 教員、 保育者、 保護者の研修・ 講座用、 または

自己研鑽用、 ②部分版 : 教員研修用、 と し て活用する

ことが有用と 考えられた。

今後の展望

次年度は、制作し た教材を活用し た研修を、ステー

クホルダー（ 入間市） の教員研修、一般向け研修（ 教

員、 保育者、 市民）、 および本学子ども 学部におい

て試用し 、 評価を行う 。
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Study Branding Business

Fig. 1　 教材・ 教具 WEB リンク集

Fig. 2　 研修用動画のスクリーンショ ット

インクルーシブな教育推進のための

障害理解推進モデルの構築

－教員養成・ 現職教員研修教材の開発－

子ども期
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02

背景および目的　

　 ヘルスリ テラシーが健康に深く 関与するこ と が明

らかと なり 、現在日本では職域、地域、学校など様々

な場で健康教育が実践さ れている 。研究代表者ら は、

一般の市民の方々に医療への関心を高めて頂く と 共

に、 正し い医療知識を身につけて頂く 事を目標に、

研究実践活動を行ってきた。 健康教育の対象を子ど

もと し た場合、 自分の体や身の回り のケガや病気の

話題は、 子どもにと っ て最も身近な未知の世界の扉

を開けるこ と につながる。 し かし 学校現場ではこ う

し た内容を取り 扱う のは、 体育の保健分野や理科の

わずかな時間に限られるこ と は非常に残念な事であ

る。 また、 子ども が、 学校教育において医学医療に

ついて学ぶ機会を得るこ と ができれば、 子ども を通

じ てその保護者や家族へと 健康教育が波及し ていく

事も 期待できる。

　 そこ で我々はかねてより 、 小学生が効果的にヒ ト

の体のつく り やし く み、 健康について学ぶこ と が出

来るよう 教材の開発に当たっている 。 特に本学は栄

養教諭の養成も行っているこ と から 、 健康教育にお

いて栄養教諭が中心と なっ て食に関わる医学領域の

教育をも 取り 入れられるよう 、 各種教材を開発する

こ と を本研究の主な目的と し た。

方 法

　 今年度も 昨年度に引き 続き、 杉並区の私立 N 小

学校のサイエンスクラ ブにおいて研究代表者が出張

授業の形式で平成 31 年 2 月に医学教育のモデル授

業を実施し 解析を行っ た。 サイエンスクラ ブの実施

時間は 90 分だが途中 5 分間の休憩を設けて、 小学

校 1 単位時間 45 分 2 回分の時間を想定し て授業を

行っ た。 前回は医学教育の導入と なる（ 1） 人体の

各器官の名称と 位置について、（ 2） 循環器系（ 心臓・

血管） に関する授業を実施し たが、 今回はそれを受

けて（ 3） 血液についての授業を実施し た。 血液の

授業は一見栄養教諭の関わる食育と は無関係と 考え

られがちである。 し かし 、食育の視点の 1 つには【 心

身の健康】 が上げら れている。 栄養教諭は栄養士・

管理栄養士の資格をも つ栄養の専門家であるが、 栄

養と は単なる栄養素のこ と ではなく 、 食物をと り 入

れ、 それを利用し 排出する生物の営みそのも のであ

る。 こ のこ と から【 心身の健康】 の視点には「 生物

は細胞から成り 立っている事」 の理解が不可欠であ

り 、 それに最も 適し たテーマが血液の学習と 考えら

れる。 また、 昨年度の結果から 小学 4 ～ 6 年生に

対し て も VAS（ visual analogue scale） の実施は

可能と 考えら れたので、 今回も 前回同様 VAS で興

味度スコ アと 理解度スコ アの測定を無記名で実施し

た。 VAS は 100㎜ の線分の左側を「 ぜんぜんおも

し ろく なかった」、右端を「 さ いこ う におもし ろかっ

た」 と し 、 生徒に印をつけさ せ左端からの距離を測

定し た「 興味度スコ ア」 と 、 同様に左端を「 ぜんぜ

んわからなかっ た」、 右端を「 かんぺきにわかった」

と する「 理解度スコ ア」 を用い、 Kruskal-W allis 検

定、 Spearman の順位相関係数で解析を行った。

結 果

　 今回の血液の授業の参加児童は小学 6 年生 5 名

（ 男子 4 名、女子 2 名）、小学 5 年生 7 名（ 男子 3 名、

女子 4 名）、小学 4 年生 5 名（ 男子 3 名、女子 2 名）

の計 17 名であった。

　 VAS による評価に関し ては、全てに 100（ ㎜ ） を

つけた 1 名に関し ては解析から 除外し た。 前回の

循環器系の授業同様、学年間で「 興味度スコ ア」「 理

解度スコ ア」 に有意差は認めら れなかっ た（ Fig.1、

p =0.098、 Fig.2、 p =0.48）。 また分野ごと の検討で

も ビデオ教材を用いた分野（ ①血液を遠心分離器に

かけた際の変化、 ②血液細胞の種類、 ③赤血球が酸

素を運搬するこ と の理解、〕 と ビデオ教材を用いな

かった分野（ ④血液塗抹標本の顕微鏡での観察、 ⑤

血液細胞のスケッ チ） の 5 分野の間で「 興味度ス

コ ア」「 理解度スコ ア」 に有意差は認めら れなかっ

た。 一方、 全体的な「 興味度スコ ア」 と 、「 理解度

スコ ア」 の間には正の相関が認めら れた（ r=0.60、 

p =0.01）。 し かし 、 個々の分野で有意な相関が認

めら れたのは⑤血液細胞のスケッ チのみであっ た

（ Fig.3、 r=0.64、 p <0.01）。

考 察

　 今回は栄養教諭が 1 名で授業を 行う こ と を想定

し て、 一部の演示実験は動画などを利用し て観察さ

せた。 し かし 顕微鏡実習だけは、 実験設備の充実し

た小学校であっ たこ と も あっ て 1 人 1 台の顕微鏡

を使用し て実習を行った。 し かし 、 ④顕微鏡観察の

「 興味度スコ ア」 が 82.7 ± 16.0、「 理解度スコ ア」

は 90.4 ± 10.2 と 全分野の中で高値である にも か

かわらず、 それに引き続き行う ⑤血液細胞のスケッ

チは全体的な「 興味度スコ ア」 は 69.0 ± 22.6、「 理

解度スコ ア」 も 74.3 ± 23.2 と 全分野中最低値で、

「 興味度スコ ア」 と 「 理解度スコ ア」 の間に正の相

関が認められた。 こ れは興味が高く 理解も出来てい

るグループと 、 興味が持てず理解も 出来ていないグ

ループに分かれていると いう こ と であり 、 後者は顕

微鏡のピント 合わせなどの操作は行う こ と が可能で

も 、 視野の各種の血球と いう 細胞の像を十分認識で

きていないと 考えられる。 こ の分野はむし ろ映像教

材などで同一の視野を全員で観察し ていく こ と が有

効と 思われ、 現在新し い教材の開発を進めている 。

　 具体的な成果物についてはリ サーチウィ ーク ス

「 ひと の生（ Life） を支える学の構築」 研究紹介に

おいて、 供覧さ せていただく 予定である。
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Study Branding Business

家政学部 栄養学科　 澤田めぐみ / 家政学部 児童教育学科　 木村博人・ 長谷川　 望 / 

短期大学部 栄養科　 塩入輝恵

初等教育における

医学教育プログラムの推進

－栄養教諭を中心として－

子ども期
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Fig .1　 ⑤血液細胞のスケッチの「 興味度スコア」

　 　 　  「 理解度スコア」 の相関

Fig .2　 全テーマを通じ ての

　 　 　 学年別興味度スコア

Fig .3　 全テーマを通じての

　 　 　 学年別理解度スコア
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背景および目的　

　 1986 年の男女雇用機会均等法施行から 34 年が

経過し 、 女性の社会における役割は変化し 、 選択肢

も多様になっ た。 し かし 一方で、「 世界ジェ ンダー・

ギャ ッ プ報告書 2020」 では、 日本は世界 153 ヶ 国

中 121 位と 過去最低の順位であり 、 我が国では未

だに性別へのと ら われや役割分担の意識が存在し て

いると いえよう 。 本研究課題では、 こ のよう な「 女

性であるこ と 」 による制約やスト レスが青年期女子

の精神的健康に及ぼす影響を明らかにするこ と を目

的と し ている。 研究 2 年目である今年度は、 女性

観を測定する尺度項目を準備し て調査を行い、 その

因子構造を検討し た。

方 法

対象者

　 首都圏女子大学に在籍する 大学生（ 女性） 213

名（ 平均年齢 19.99 歳、 SD=1.11） を 対象と し た

質問紙調査を行っ た。 その中で、 記入漏れ等のあっ

たも のを除いた 203 名を分析対象と し た。

手続きと 倫理的配慮

　 講義終了後に研究協力の依頼を行った。 回答は強

制ではないこ と 、途中離脱による不利益はないこ と 、

個人が特定さ れるこ と はないこ と 等を文書および口

頭にて十分に説明し 、 同意の得ら れた者のみに無記

名式の質問紙調査を実施し た（ 2020 年 1 月）。

調査内容

　 2018 年 12 月に、 イ ンタ ーネッ ト 調査会社のモ

ニタ ーに登録し ている大学生・ 社会人計1,000 名（ 女

性 600 名， 男性 400 名） を対象に web 調査を行っ

た。 具体的には、 19 の刺激語（ 例 : 女性と は、 女

性ができないこ と は、 女性の良さ は、 女性は社会に

おいて、 男性と 比べて女性は、 など） を呈示し 、 そ

れに続く 文章を自由に記述し てもら った。

　 その結果得ら れた 19,000 記述について、 大学

教員 4 名で意味の判別が不可能なも の等を除外し 、

記述内容が同一あるいは類似のものをまと める作業

を行っ た。 その後、 項目表現の適切性について検

討し 、 計 93 項目が「 女性観尺度原版」 の項目と し

て準備さ れた。 各項目に対し て「 そう 思わない =1」

～「 そう 思う = 4」 の 4 件法で回答を求めた。

結 果

現代の女子大学生が抱く 女性観

　 93 項目の平均値を算出し た結果、 上位 5 項目は

「 女性は、 男性と は異なる視点をもつ」「 女性は、 身

だし なみに気をつかう 」「 女性は、 社会に貢献でき

る」「 女性は、仕事をする」「 女性は、子育てをする」

「 女性には、 多様な可能性がある」 であっ た。 下位

5 項目は「 女性は、社会の中で必要と さ れていない」

「 女性は、 能力的に男性に劣る」「 女性は、 社会の中

で活躍できない」「 女性は、 自己主張できない」「 女

性は、 裏方作業に適し ている」 であった。

女性観尺度の因子構造（ Tab le 1）

　 女性観尺度原版 93 項目について、 ① IT 相関係

数が .10 未満、 ② M +1SD が 4.00 以上あ る いは

M-1SD が 1.00 未満に該当する 7 項目を 削除し 、

残っ た 86 項目で主因子法、 プロマッ ク ス回転によ

る因子分析を行っ た。固有値1.00 以上、固有値落差、

因子負荷量 .40 以上、 因子の解釈し やすさ 等を考慮

し た結果、 5 因子 45 項目が抽出さ れた。

　 第 1 因子は「 素直だ」「 手際よく 物事を進めるこ

と ができる」 などの項目が含まれており 、「 聡明で

柔軟」 因子と 考えら れた。 第 2 因子は「 美し い」「 料

理や家事をする」 等から 構成さ れ、「 美し く て家庭

的」 因子と 命名し た。 一方、 第 3 因子の項目は「 複

雑で分かり にく い」「 感情的だ」「 し たたかだ」 など

であり 、 一般的に女性のネガティ ブな側面と さ れて

いる。 そこ で「 感情的でし たたか」 因子と いえよう 。

また、 第 4 因子は「 裏方作業に適し ている 」「 男性

を補佐する」 などであり 、 裏方と し て男性を補佐す

る内容と 解釈でき、「 自立し ておら ず補佐的」 因子

と し た。 最後に第 5 因子の項目は「 社会の中で生

きづらい」「 正当に評価さ れない」 などであり 、「 社

会の中で生きづら い」 と 命名し た。 なお、 下位尺度

ごと に Cronbach のα係数を算出し た結果、α =.93

～ .69 であり 、 一部十分と は言えない値もみられた

が一定の信頼性が確認さ れた。

考察と 今後の展望

　 本研究結果から、 女子大学生は女性について、「 身

だし なみに気を使い、 子育てをする」 と いった従来

型女性像と 同時に、 能力的に男性に劣ること はなく 、

男性と は異なる視点を持って仕事を行う など多様な

可能性をもち、自立し て社会に貢献できる存在と いっ

たイメ ージを有し ているこ と が示唆さ れた。 因子分

析では、「 美し く て家庭的」「 男性を補佐する役割」

と いった伝統的性役割と 解釈できるものや、 それに

伴う 「 社会における生きづら さ 」 が抽出さ れた。 今

後は、 共学大学在籍の女子大学生や男子大学生、 社

会人男女を対象と し た検討を行う こと が期待さ れる 。
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Study Branding Business

人文学部 心理カウンセリング学科　 三浦正江・ 平野真理・ 岡島　 義・ 五十嵐友里・ 井上俊哉

青年期女子における

精神的健康の向上を目的とした

予防的プログラムの開発と 効果の検討

青年期
Table 1　 女性観尺度の因子分析結果（ N=209）

因子負荷量

項　 目 I II II I IV V

I　 聡明で柔軟（ α=.93）

93 女性は、 素直だ .77 -.10 -.05 -.08 .02

54 女性は、 手際よく物事をすすめることができる .76 .02 -.01 .03 .09

52 女性には、 物事を見極めて判断する力がある .76 .03 -.13 -.05 .01

46 女性は、 考え方が柔軟だ .74 -.03 -.10 .14 -.02

92 女性は、 元気でエネルギッシュだ .72 -.05 -.02 -.20 -.03

57 女性は、自然体だ .70 -.09 -.17 .06 -.13

47 女性は、 環境への順応性が高い .69 -.07 .07 .12 -.03

91 女性は、 前向きだ .67 .09 -.06 -.17 -.09

88 女性は、 現実的な思考をする .64 -.19 .18 -.04 -.02

41 女性は、 賢く 聡明だ .63 .09 .03 -.09 .07

58 女性は、あたたかく 安心感がある .61 -.01 .21 .09 -.06

50 女性には、 創造力がある .57 .22 -.31 .15 .05

53 女性は、しっかりしている .56 .20 .03 .06 .08

37 女性は、 複数のことに同時に取り組める .56 -.10 .03 .13 .00

55 女性は、きめ細やかに考えることができる .56 .12 .03 .05 .14

31 女性には、 人間関係を築く 力がある .53 .08 .10 .09 .09

15 女性は、 優しい .48 .19 -.03 .02 .03

56 女性には、 多様な可能性がある .43 -.05 .23 -.23 .25

II　 美しくて家庭的（ α=.87）

3 女性は、 おしゃれだ -.05 .73 .03 -.13 .03

4 女性は、 身だしなみに気をつかう -.16 .69 .16 .04 -.01

1 女性は、 美しい .10 .67 -.20 -.15 -.03

5 女性は、 清楚だ .18 .65 -.18 .04 -.04

2 女性は、 料理や家事をする -.13 .61 .01 .26 -.04

82 女性は、 一生懸命にがんばる .16 .59 .08 -.25 -.12

35 女性は、 繊細だ .13 .54 .01 .16 .13

33 女性は、 面倒見が良い .19 .42 .09 .16 .06

45 女性には、 やわらかい雰囲気がある .25 .41 .16 .05 -.15

III　 感情的でしたたか（ α=.77）

68 女性は、 複雑で分かりにくい .02 -.07 .70 -.11 -.02

66 女性は、 感情的だ .05 .01 .65 -.06 -.14

65 女性は、 相手によって態度をかえる -.23 -.02 .64 .15 -.05

64 女性は、自分勝手でわがままだ -.10 -.05 .61 .11 -.06

67 女性は、したたかだ .10 .07 .49 -.02 .16

30 女性は、 おしゃべりだ .03 .10 .49 .08 .15

IV　 自立しておらず補佐的（ α=.72）

62 女性は、 裏方作業に適している .02 -.06 -.11 .63 -.05

60 女性は、 意思決定を他人に任せる .12 -.27 .13 .61 .10

75 女性は、自己主張できない -.25 .11 .07 .59 .17

72 女性は、 他者を頼って助けてもらう .07 .10 .00 .54 -.17

76 女性は、自分の身の丈に合った幸せを考える .07 .06 .10 .47 .04

39 女性は、 男性を補佐する .03 .08 .04 .47 -.09

79 女性は、 仕事をする .10 .22 .29 -.47 -.04

V　 社会の中で生きづらい（ α=.69）

26 女性は、 社会の中で生きづらい .10 -.08 -.01 .05 .68

29 女性は、 社会の中で正当に評価されていない .14 -.03 .01 -.02 .67

69 女性は、 社会の中で優遇されている .17 -.03 .18 .28 -.55

44 女性は、自由に生きている .38 .01 .09 .00 -.53

12 女性は、 苦労が多い .09 .08 .03 .17 .46

因子間相関係数

I -

II .70 -

III .3 7 .37 -

IV .23 .31 .21 -

V .05 .01 -.01 -.06 -
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背景および目的　

　 青年期はライフステージの中で体力の充実した時期

であり、 生活習慣病の発症も少ない。 それゆえに健康

に対する意識が低く 、 食事状況も悪いという 報告が多

い。 将来の生活習慣病予防や、 女性の場合、 妊娠・

出産に備え、 この時期の食生活を良く することは重要

である。 また、 肩こり・ 頭重・ 倦怠感などの漠然とし

た症状があり、 身体的な異常との関連が明らかでない

ものを不定愁訴と呼ぶことが多いが、 学生に不定愁訴

が多いという報告もある。

　 そこで、 青年期の初期にあたる女子大学生を対象と

し、 食事調査、 不定愁訴に関する身体状況調査、 生

化学検査、 食事介入などを行い、 食生活と不定愁訴

の関連を調査および不定愁訴改善するための食事につ

いて提案したい。

　 昨年度は、 栄養学科学生 4 年 115 名および児童

学科学生 43 名に対して、 BDHQ 調査と CMI 健康調

査を行い女子大学生の食事状況、 不定愁訴の現状の

把握および食事状況と不定愁訴の関連について解析し

た。 また、 亜鉛は近年その多彩な栄養的意義が明らか

になり、「 亜鉛欠乏症の診断指針 2016」 が刊行、「 亜

鉛欠乏症の診療指針」 が改訂されるなど関心が高まっ

ていることから、 亜鉛の摂取不足が血清亜鉛値および

自覚症状に及ぼす影響も併せて検討した。

　 昨年度の結果は、 栄養食事状況ではエネルギー、

カルシウム、 鉄、 ビタミン B1、 食物繊維において摂取

量が食事摂取基準 (2015 年版 ) の推奨量・ 目標量

未満の学生の割合が多かった。 CMI 健康調査の結果

より不定愁訴に関わる項目として 21 項目を選び解析し

たところ、 いずれかの項目にあてはまる学生が 95% で

あり、 該当項目数は平均 4.1 項目であった。 女子大学

生の食生活・ 不定愁訴の状況ともに良好ではないこと

が確認された。 血清亜鉛について、 摂取量が食事摂

取基準推奨量の 50% 未満の学生 7 名について測定

を行ったが、 血清亜鉛が基準範囲を下回るものはいな

かった。 これらは本学紀要にまとめて発表した（ 本学

紀要 61 巻 (2) 2020 年）。

　 今年度は BDHQ 調査および CM I 健康調査の項目

からより女子大学生の不定愁訴の調査に適した内容・

表現に変更し、 調査を行った。 さらに、 より詳しく 健

康状態を調べるために血液および尿の生化学検査も

行った。

方 法

　 栄養学科学生 4 年生 136 名に対し、 BDHQ 調査、

不定愁訴に関する調査、 生化学検査を行った。 研究

の趣旨を説明し、同意していただいた学生にのみ行い、

それらの結果は、 本人に返却した。

結 果

　 BDHQ 調査における学生の摂取栄養量の平均値を

日本人の食事摂取基準 (2015 年版 ) と比較すると、 エ

ネルギー、 炭水化物、 カルシウム、 鉄、 ビタミン B1 お

よび食物繊維量はやや低い値を示した。 ほぼ充足して

いると考えられる栄養素は、 たんぱく 質、 脂質、 ビタミ

ン B2 、 葉酸、 ビタミン C で、 食塩相当量は目標量より

やや高い値を示した。 この結果は昨年度と同様の傾向

である（ Table 1）。 エネルギー摂取量の摂取基準を満

たしていな学生が多いこと、 およびほとんどの栄養素に

エネルギー摂取量との正の相関がみられたことから、 全

体的に食事そのものの量が足りていないと考えられる。

個人の過不足についても解析中である。

　 不定愁訴に関する調査は、 昨年度と共通する傾向と

して「 首や肩がこりますか」（ 71% ）「 甘いものをよく 食

べますか」（ 66% ） に該当者が多かった。 また、 新た

に追加した、 スマートフォンの使用状況、 月経に付随す

る症状、 運動に関する質問については、「 もっと筋肉を

つけたいと思いますか」（ 90% ）、「 スマホ・ PC・ テレビ

などを練る直前まで使用することが多いですか」（ 98% ）

に該当者が多かった。 生活習慣が悪いことを自覚してい

る学生が多いと考えられる。

　 生化学検査の結果は平均値ではすべて基準の範囲内

であった（ Table 2）。 対象者が青年期というライフステー

ジであることも関連し、 生活習慣が悪く 不定愁訴がみら

れても、 血液や尿の成分にまで影響が出ることは少ない

ようである。

考察と 今後の展望

　 2 年間にわたる BDHQ 調査の結果より、 女子大学生

の食事量が少ないこと、 および不足しやすい栄養素を

把握することができた。 朝食欠食率も 34% と比較的高

率であることから、 来年度は栄養バランスの良い朝食を

提供することで食事状況を改善する介入を行いたい。

　 不定愁訴の調査からも、 女子大学生に現れやすい

症状や好ましくない生活習慣をみることができた。 食事

介入により不定愁訴も改善するか確認したい。

　 生化学検査の結果からは大きな問題は無いよう に

見える。 しかしこれは平均値であり、 個別の測定結果

の多寡も調べたい。 また、 検査値と栄養素摂取状況、

不定愁訴、 生活習慣の関連についても解析したい。 ま

た、 今年度は一般的な検査項目のみであったが、 食

事状況によって血清値低くなりやすいという 報告のある

血清ビタミン D、 昨年度一部の学生しか測定しなかっ

た血清亜鉛、 筋肉量の指標となるクレアチニンキナー

ゼなども測定も行いたい。
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Study Branding Business

家政学部 栄養学科　 関目綾子・ 太田一樹・ 尾形真規子・ 澤田めぐみ・ 田中　 寛・ 冨田知里・  和田涼子・ 峯木眞知子

大学生の不定愁訴と

食事状況の関連と 解決策の提案

青年期

Table 1　 1 日当たり 栄養素摂取量

Table 2　 血液・ 尿検査結果

栄養素項目
18 ～2 9歳

食事摂取基準
平均摂取量
±標準偏差

身長（ cm） － 158.5±5.7

体重（ kg） － 51.3±6.7

ＢＭＩ（ kg/㎡） － 20.4±2.3

エネルギー（ kcal/日） 1,950 1565±413

たんぱく 質（ g/日） 50.0 58.8±19.5

脂質（ g/日） 54.0 53.3±16.5

炭水化物（ g/日） 280.3 195.3±55.7

カリウム（ mg/日） 2,000 2080±738

カルシウム（ mg/日） 650 427±175

マグネシウム（ mg/日） 270 195±66

リン（ mg/日） 800 859±291

鉄（ mg/日） 10.5 6.6±2.3

亜鉛（ m g/日） 8 7±2

総食物繊維（ g/日） 18以上 10±4

食塩相当量（ g/日） 7.0未満 8.2±2.3

レチノール当量（ mg/日） 650 614±311

ビタミンＤ（ ㎍/日） 5.5 9 .4±6.0

αト コフェロール（ ㎍/日） 6.0 6.8±2.2

ビタミンＫ（ ㎍/日） 160 258±128

ビタミンＢ１（ mg/日） 1.10 0.68±0.23

ビタミンＢ２（ mg/日） 1.20 1.13±0.38

ナイアシン（ mg/日） 11 14±5

ビタミンＢ６（ mg/日） 1.20 1.08±0.38

ビタミンＢ１２（ ㎍/日） 2.40 6.77±3.91

葉酸（ ㎍/日） 240 289±113

パント テン酸（ mg/日） 4 6±2

ビタミンＣ（ mg/日） 100 94±44

検査項目 基準値（ 単位） 平均値±標準偏差

血色素量（ ヘモグロビン） 11.5～15.0(g/dL) 13.5±0.9

ヘマト クリット 34.8～45.0(% ) 43.2±2.5

総たんぱく 6.7～8.3(g/dL) 7 .6±0.4

アルブミン 3.8～5.2(g/dL) 4.8±0.2

ＡＳＴ（ ＧＯＴ ） 10～40(U/L) 18±4

ＡＬＴ（ ＧＰＴ ） 5～45(U/L) 14±5

γ－ＧＴ（ γ－ＧＴ Ｐ ） 30以下(U/L) 15±4

尿酸（ ＵＡ ） 2.5～7.0(mg/dL) 4 .4±0.8

血清アミラーゼ 40～122(U/L) 85±28

総コレステロール 120～219(mg/dL) 192±34

ＨＤＬ コレステロール 40～95(mg/dL) 70±13

Ｌ ＤＬ コレステロール 65～139(m g/dL) 106±29

中性脂肪 30～149(mg/dL) 62±27

カリウム（ Ｋ） 3.5～5.0(mEq/L) 4 .3±0.4

クロール（ Ｃｌ ） 98～108(mEq/L) 102±2

血清鉄（ Ｆｅ ） 40～180(µg/dL) 93±42

血糖（ 空腹時） 70～109(m g/dL) 86±13

Ａ１Ｃ ／ＮＧＳＰ 4.6～6.2(% ) 5 .1±0.2

糖定性－尿 (ー) 全員(ー)
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背景および目的　

　 子育て世代と 言われる 20 代、 30 代、 40 代は仕

事や子育てに多く の時間が割かれ、 さ らに、 女性の

出産年齢の高齢化から 加えて介護を抱えるこ と も 少

なく ない。 自身や家族の健康が気になり ながら も

日々の生活に追われているのが現状である 。 こ の時

期の生活習慣が後年の生活習慣病に与える影響は大

きく 、 忙し い日常生活の中でも 健康を支える食生活

を整えるこ と は生活習慣病の予防以外にも 子ども の

食育の観点からも 重要な課題である 。 昨年度の結果

から 、 食事作り の中でも調理や片付けへの満足度が

低く 、 料理のレパート リ ーが少ないこ と 、 子どもが

小さ いために時間がかかるこ と など「 時間」 や「 レ

パート リ ー」 と いっ たキーワード が多く 見ら れた。

片付けにおいては洗い物が多いこ と 、 面倒であるこ

と 、 時間がかかると いう 意見が多く 、 家事負担軽減

への意見が多かっ た。 その結果を踏まえ、 今年度は

子育て家庭を対象にし た食事作り におけるアンケー

ト 調査より 、 共働きと 片働き家庭における食事作り

の状況を分析し 、 さ ら に、 こ れまで東京家政大学で

は 2004 年より 東京ガス㈱と の共同研究において得

られてきたエコ ・ クッ キングの手法を利用し て、 省

エネで調理時間の短縮ができ 、 かつ栄養素が保持で

きるよう な調理条件を検証するこ と と し た。

方 法

　 ①アンケート 調査による分析 : 対象者は、 1 都 3

県在住で長子が小学生以下の 20 代から 50 代の男

女 618 名と し 、 その内、 男性 91 名、 女性 527 名

で共働き（ パート 、 アルバイ ト 含む） 309 名、 片

働き 309 名であっ た。調査はインタ ーネッ ト リ サー

チ会社を通し て W EB 調査を行っ た。 調査項目と し

ては、「 食事作り にかける時間」、「 品数」、「 行事食、

郷土料理の実施状況」 等をたずねた。 得ら れた結果

について Quick-CROSS3 による集計と 分析を行っ

た。

　 ②野菜のゆで条件の検討 : ほう れん草と ブロッ コ

リ ーを試料に、 それらの一般的なゆで方と し て、 材

料の 10 倍量のゆで水を鍋に用意し てゆでる方法を

対照に、 2 倍量のゆで水でゆでる方法、 フ ラ イパン

に同量の水を用意し て蓋をし て蒸し ゆでにする方法

の 3 条件を 設定し た。 それら のゆで上がり までに

要する、 ガス量、 調理時間を計測し 、 調理後のビタ

ミ ン C 量を HPLC 法により 定量し た。

結果および考察

　 アン ケート 調査よ り 家庭で調理にかける時間を

たずねた結果を Table 1 に示し た。 平日夕食の調理

にかける時間は全体では 30-40 分程度で作る人が

最も多く 、 特に共働きではさ ら に調理時間が短い人

（ 20-30 分）、 片働きでは調理時間が長い人（ 50-60

分） も 多かった。 結果には示し ていないが、 食事を

作ると きに重要視し ている点は、 共働き、 片働きど

ちらも 「 栄養バランス」 の割合が高く 、 次いで共働

きでは「 手軽さ ・ 時間」 を重要視し ている割合が、

片働きに比べて高かった。 こ のよう に栄養のバラ ン

スを取り つつも 効率の良い調理を提案するこ と が必

要であると 考えられた。

　 そこ で、 エコ ・ ク ッ キングの手法を取り 入れた野

菜のゆで方について検討し た。 試料と し て副菜やお

弁当のおかずにも利用するこ と が多い、 ほう れん草

と ブロッ コ リ ーを選び、 調理時間やガス量、 使用す

る水などを削減する方法が提案できれば、 野菜料理

のレパート リ ーや品数の増加も期待できる 。そこ で、

3 種類の方法で実験を行っ た。 結果を Table 2 に示

し た。 一般的には青菜のゆで方はたっ ぷり の湯（ 家

庭科の教科書等では 10 倍量） を用意し 、 沸騰さ せ

てから 、 ゆでる方法がと られる。 その方法では沸騰

までに多く の時間がかかり 、 使用するガス量、 水量

も 多く なっ た。 エコ ・ クッ キングの手法では材料が

つかる 程度の 2 倍量程度の水を沸騰さ せてから ゆ

でる方法と フ ライパンに材料と 同量の水を同時に入

れて蓋をし て蒸し ゆでにする方法を行っ た。 それら

2 つの方法はガス量、 調理時間共に同程度と なり 、

対照のゆで方より もガス量、 時間共に大きな削減が

でき た。 さ ら に材料に含まれるビタ ミ ン C の調理

条件による影響をみると（ Fig.1）、 対照のゆで方の

ビ タ ミ ン C 量を 100% と する と 、 2 倍量のゆで水

法ではほう れん草 110% 、 ブロッ コ リ ー 137% 、 同

量の蒸し ゆで法では 124% 、 159% と なり 、 フ ラ イ

パンで同量の水で蒸し ゆでにする方法が最も 栄養素

の残存が多いこ と が明ら かと なった。

今後の展望

　 次年度以降は今回の結果を踏まえ、 省エネで調理

時間が短縮でき、 かつ栄養の損失が少ない調理手法

を他にも 検証し 、 それらを取り 入れたレシピを提案

し ていきたいと 考えている。
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Study Branding Business

家政学部 栄養学科　 赤石記子・ 加藤和子・ 海老塚広子 / ヒューマンライフ支援センター　 三神彩子

子育て家庭の健康を

支援する食事作りの提案

子育て期
Table 1　 あなたが家庭で平日夕食の調理にかける平均の時間はどれく らいですか？（ ％）

Fig .1　 調理条件によるビタミ ン C 量の比較

Table 2　  ほう れん草の調理条件による

　 　 　 　  ガス量と調理時間の比較

10分

未満

10-20分

未満

20-30分

未満

30-40分

未満

40分-50分

未満

50分-60分

未満
1時間以上 行わない

全体(n=618 ) 1.9 8.3 23.0 26.5 13.8 16.7 9.1 0.8

【 共働き】

(n=309 )
2.9 8.7 ▲27.8 29.4 12.6 ▼11.7 ▼5.5 1.3

【 片働き】

(n=309 )
1.0 7.8 ▼18.1 23.6 14.9 ▲21.7 ▲12.6 0.3

10倍量（ 対照） 2倍量 同量

ガス量 23.9L 13.9L 14.6L

調理時間 8m26s 5m04s 5m 00s

▲▼： p <0.05

200

150

100

10倍量（ 対照）

ほう れん草 ブロ ッ コ リ ー

2倍量 同量

50

0

（ % ）

100 100
110

137
124

159
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背景および目的　

　 現代社会では、 核家族化や地域と のつながり の希

薄化により 、 家族や地域における子育て機能の低

下、 子育て中の母親の孤立化や不安が大きな課題と

なっ ている。 大学が所在する狭山市では、 地域の子

育て家庭に対する育児支援のための各種事業を実施

し ている。 子ども と 一緒に参加できるイベント や保

護者のリ フ レッ シュのためのプログラム、 子育て講

演会などを実施し 、 家庭での育児を支援すると と も

に子育て家庭の交流を図っ ている 。 し かし 、 狭山市

で平成 28 年 1 月、 3 歳女児が虐待により 死亡する

と いう 痛まし い事件が発生し た。 大田区での 3 歳

男児の死亡事件など、 児童虐待により 幼い命が奪わ

れる深刻な事態が続いている。 そこ で、 地域にあっ

てさ まざまな専門分野の人材を擁し 、 人的・ 物的資

源を有し ている大学が、 支援体制の拠点と なり 、 地

域の子育て支援プログラムを開発するこ と が本研究

のねらいである。 開発に向け、1 年目（ 2018 年度）

は、 大学の子育て支援施設を利用する保護者を対象

に、 大学の子育て支援施設を利用する理由や期待す

るも のを明ら かにするために、 インタ ビュー調査を

実施し た。 その結果、 乳幼児期の育児における母親

の身体的・ 心理的・ 社会的な体験が明ら かになっ た。

2 年目（ 2019 年度） は、 1 年目の研究結果を踏ま

え、 調査対象者を狭山市・ 入間市に在住する子育て

中の保護者に拡大し 、 地域子育て支援施設に求める

役割、 支援のあり 方について質問紙調査を用いて明

らかにする。

方 法

調査対象および調査期間

1. 調査対象者 : 狭山市・ 入間市の子育て世代へ、 子

育て支援に関する質問紙を 2000 部配布し 、 郵送

にて回収し た。 配布先は、 市役所を通じ て公立保

育所 18 ヶ 所、 児童館、 子育て支援センタ ー 6 ヶ

所である。 調査期間は、 2019 年 12 月～ 2020

年 1 月である。

2 . 調査内容 : 属性、 子ども の人数と 年齢、 仕事の有

無、 働き方の変化、 特別な支援の有無、 子育てへ

の感情、 期待する支援・ プログラム、 自由記述で

は「 子育てへの思い」「 子育て支援について」 を

質問し た。

3 . 分析方法 : 設問の結果を単純集計し 、 自由記述は

内容ごと に分類し 分析をし た。

4 . 倫理的配慮 : 東京家政大学研究倫理委員会の承認

を得て行った。（ 健 2019-3）

結 果

　 郵送にて回答のあっ た質問紙は、 552 名 ( 回収率

約 28％ ) であっ た。 552 名中、 居住地は、 狭山市

256 名（ 46％） 入間市 283（ 51％）、 その他の地域

13 名（ 2％）、母親 521 名（ 94％）、父親 29 名（ 5％）

であった。子育てへの思いでは、①幸せ341 名（ 61％）

②楽し い 324 名（ 59％） ③疲労感 287 名（ 52％）

④う れし い 191 名（ 35％） ⑤充実し ている 181 名

（ 33％） であっ た。 期待する子育て支援では、 ①反

抗期について 294 名（ 53％） ②発達 281 名（ 51％）

③子育て カ フ ェ 230 名（ 42 ％） ④救急法 221 名

（ 40％） ⑤ク ッ キング： 時短料理・ 親子料理 206 名

（ 37％） であっ た。 Fig.1 は、 期待する子育てプログ

ラ ムの結果である。 自由記述では、 子育てに喜びや

充実を感じ ると 共に、 仕事と 両立の疲労、 自分の時

間の少なさ 、 心身の不調に関する記述が目立っ た。

少数意見ではあるは、 災害時の備えを知り たい、 大

学に育児相談をできる場所を作っ てほし いと の要望

も あっ た。 Fig.2 は、 2018 年度と 2019 年度の成果

を基に、 子育て世代の経験と 期待するプログラムを

図に示し たものである。

考 察

　 回答者は母親が多く 、 子育てに対し て肯定的に捉

えつつも 、疲労感や不安に関する側面も抱えていた。

期待する支援・ プログラ ムでは、 発達や救急法など

の知識、 メ ンタ ルヘルス、 体へケア、 栄養、 子育て

カフ ェ が多かったこ と から 、 知識を得て、 心や体の

ケア、 子育て世代が交流できる場を期待し ているこ

と が考えられた。 回答し た父親は、 父親を対象と し

た、 具体的な育児方法 ( 料理、 反抗期の子ども への

対応 ) のプログラ ムを期待し ていた。 さ まざまな専

門分野の人材を有する本学が、 子育て世代の健康な

生 (Life) を 支える にあたり 、 支援体制の拠点と な

り 、 心や体をケアし 、 交流できる場を提供するプロ

グラ ムの開発に向け取り 組むこ と の必要性が示唆さ

れた。

今後の展望

　 質問紙調査の結果を踏まえ、講座型・ ワークショ ッ

プ型・ 体験型の形式による大学を拠点と し た子育て

支援プログラ ムを開発と 実践をする 。
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Study Branding Business

健康科学部 看護学科　 藤田藍津子・ 玄番千恵巳・ 今留　 忍 / 人文学部 教育福祉学科　 田中恵美子

子育て世代の健康な生を支える学

－親になるプロセスを支える学の構築－

子育て期

Fig .2　 子育て世代の経験と期待するプログラム

Fig .1　 期待する子育てプログラム

大学の子育て支援施設利用している母親

利用理由： 教育機関、 専門分野の教員からの助言

狭山市・ 入間市在住子育て世代

大学を拠点とした地域子育て支援プログラムの開発

母親、 父親、 子どもを対象
●講座・ ワークショップ 、 体験、 ●世代間交流　 ●交流会

【 ２０１８年度（ インタビュー調査）】

【 ２０１９年度（ 質問紙調査）】

身体面
●妊娠、出産、

●子育て中の身体的変化

●疲労感

メンタルヘルス・ 疲労感 身体・ 出産に伴う身体の変化・ 栄養 知識・ 発達・ 救急法 特別な支援を・ 必要とする子ども

社会面
●働き方の変更

●退　 職

心理面
不　 安

●子どもの人間関係

●子供の将来

悩　 み

●利用できる資源の少なさ

●預け先の少なさ
●家族関係

0 50 100 150 200 250 300

子ども食堂
子育てカフェ
体操（ ヨ ガ） 
クッ キング
離乳食教室
父親支援
世代間交流
発達
事故防止
災害
救急法
栄養・ 料理
反抗期
リラッ クス法
フット ケア
行政職員と の交流
特別支援
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研究目的　

　 Asperg illus 属菌は、 酒類や発酵食品の醸造、 医

薬品等の生産の場で有用菌と し て利用さ れている。

一方で、 植物の病害や食品中にカ ビ 毒を作る場合

や、 日和見感染症の原因菌やアレルゲンと なるネガ

ティ ブな側面も持つ。 こ れまでの研究で、 菌類には

広く マイコ ウイルスが感染し ているこ と が知られて

おり 、 Asperg illus 属菌に感染するウイ ルスの報告

も近年増加傾向にある。 本研究では、 申請者や共同

研究者が所有する国内有数のAsperg illus 属菌ラ イ

ブラ リ ーから マイコ ウイルスの探索を進め、 将来的

にはそれら が宿主菌へ及ぼす影響を評価するための

基盤整備へ資するこ と を目的と する 。

　 本研究は 14000 株に及ぶ菌類ラ イブラ リ ーを活

用し 、 主に食品生産に利活用さ れている有用菌類、

さ ら に植物 ･ ヒ ト の病原性を有す菌類に感染するマ

イコ ウイルスの探索と その宿主に及ぼす影響（ ウイ

ルス感染の意義）を理解するための研究を推進する。

特に有用菌類資源におけるマイコ ウイルスの多様性

を理解するための研究には、 こ れまで未発見のマイ

コ ウイルスの広範囲な同定に加え、 ウイルスを保有

する宿主体内でおこ る生化学的変化、 遺伝子発現変

化などを総合的に理解する必要がある 。

　 なお、 得ら れた成果については、 ウイルス感染が

宿主Aspergillus 属菌に及ぼす正あるいは負の影響

を評価するため研究プラッ ト ホームへ活用し ていく

予定である。 具体的には、 Aspergillus 属菌の発酵

能や有用代謝産物の産生能あるいは病原性や毒素産

生へのウイルス感染の影響を評価するこ と を想定し

ている。

　 本研究では , 本邦Aspergillus 属菌コ レク ショ ン

でのウイ ルス探索を 実施し た。 具体的には、 ウイ

ルス感染の指標になる 2 本鎖 RNA（ 複製中間体）

の存在の有無で一次スク リ ーニングを 行い ( 現在

進行中 )、 そのゲノ ム配列断片を 取得する こ と で

Asperg illus 属菌ウイ ルスのカ タ ログ化を行う 。 さ

らに、 ウイルスの精製法の確立やウイルス多様性と

その進化の一端を理解するための実験も あわせて進

めるた。

① 一次スク リ ーニングで得ら れた 2 本鎖 RNA を鋳

型にし た塩基配列の NGS 解析（ 外注）

②  NGSデータ の解析と ウイルス候補配列の抽出（ 使

用設備 : 配列解析用端末）

③ 得ら れたウイ ルス候補配列の検証と RACE によ

る末端配列の取得（ 使用設備 : シークエンサー）

④ ウイルスの精製方法の確立（ 使用設備 : 超遠心分

離器および透過型電子顕微鏡）

⑤  Asperg illus 属菌ウイ ルスの分子進化学的な解析

（ 使用設備 : 配列解析用端末）

　 Asperg illus 属菌コ レク ショ ンにおけるウイ ルス

の分布状況や多様性の評価（ 使用設備 : リ アルタ イ

ム PCR）

結果・ 考察

　 A.luchuensis と は 主 に 沖 縄 県 で 生 産 さ れ る

泡盛の発酵に用いら れる 糸状菌で ある 。 黒麹菌

A.luchuensis が生産するク エン 酸はも ろ みを強い

酸性にするこ と から 雑菌の増殖を抑えるため、 高温

多湿の地域での酒造が可能と なっ た。 当研究室で

は、 保有する異なる地域から 分離さ れた糸状菌の

ITS 遺伝子同定を行い Asperg illus 属菌と 同定さ れ

た株を、 セルロースパウダーのカラムを利用し た二

本鎖 RNA ウイルス抽出と 電気泳動による確認を行

い、 283 株のう ち 24 株でウイ ルスの存在を確認す

るに至っ ている。 そのう ち 8 株がA.luchuensis  で

あったこ と から 、 詳細な遺伝子配列決定を行ったと

こ ろ、 8 株にはそれぞれに複数の一本鎖 RNA ウイ

ルスまたは二本鎖 RNA ウイルスが重複感染し てい

るこ と を見出し た（ Table 1）。

  こ の結果から 言えるこ と は、 菌類の多く は複数の

ウイルスに重複感染し ているが、 その多く のウイル

スは不顕性感染であり 、 宿主に対し てダメ ージを伴

う 感染をし ていないこ と が判明し た。し かし ながら 、

中には、 宿主の代謝系や生合成遺伝子群の発現に影

響を与え、 宿主の生育に影響を及ぼすウイ ルスも

混在するこ と が判明し た（ データ 非公開）。 そこ で、

今後は、 こ れら のウイルスの構造（ アミ ノ 酸配列）

が不顕性感染ウイルスと どのよう に違う のかなどの

解析を実施し 、 アレルゲン原因宿主へのウイルスを

用いたバイオコ ント ロール技術の開発に繋げたい。

　 また、 菌類には食品利活用菌、 病原菌などが多数

存在する。 こ こ で考えたいのは、 ウイルスがいるこ

と が宿主に対し て正の効果と なるのか、 負の効果と

なるのかである。 食用の植物などのウイルスにおい

ては、 ウイルスの感染が生育に影響を及ぼし ている

のであれば、 そのウイルスの除去が重要な対策と な

る。 ウイルスの感染自体がヒ ト にと って有益な機能

を有し ているのであればウイルスの存在がポジティ

ブ効果にもなり う る。 また、 自然界に存在する菌類

ウイルスの感染範囲は限定的であるが、 人為的に感

染を起こ し 、 正でも負でも その効果をヒ ト が利用で

きると すれば、 産業上のビッ ク バンと なり う る。

07 

 

東
京
家
政
大
学
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

07

Study Branding Business

家政学部 環境教育学科　 藤森文啓・ 池田壽文

豊かなLife（ 生）実現のための、

環境微生物由来の二次代謝産物（ 化合物）

の活用に関する研究

壮年期

グループ グループ１ グループ２ グループ３

ウイルス種 narnavirus partitivirus altervirus

株/種類 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.1 No.2 No.3 No.4 No.1

A.luchuensis  38 ○ ○ ○ ○ ○

A.luchuensis  50 ○ ○

A.luchuensis  56 ○ ○ ○ ○

A.luchuensis  58 ○ ○ ○ ○ ○

A.luchuensis  66 ○ ○

A.luchuensis  68 ○ ○ ○ ○ ○ ○

A.luchuensis  71 ○ ○ ○ ○ ○ ○

A.luchuensis  157 ○ 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 ○

Table １ 　 各種 A.luchuensis 株に重複感染しているウイルス

○： シーケンスによりウイルスが確認できたもの。

グループ１は一本鎖 RNA ウイルス。 グループ２ 、 ３ は二本鎖 RNA ウイルス
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背景および目的　

わが国では、 高齢者を始め多く の人が高血圧症に

悩まさ れている。 こ れは、 塩分摂取の過剰と いわれ

るこ と も 良く 知ら れている。 こ れにより 、 減塩食が

進められているのも事実である 。 と こ ろが、 人類誕

生から 食塩の美味し さ に勝てないのも 現状である。

そこ で、 我々は、 食塩の美味し さ を残し たままで減

塩食品を開発するこ と を計画し た。

　 我々の脳は、 その記憶によっ ていろいろな事柄を

判断し ている。 食品の味も 、 長い経験から 砂糖は甘

い、 塩はし ょ っぱい、 さ らに味噌もし ょ っ ぱいと 記

憶し 、 見ただけで味噌はし ょ っ ぱいものだと 判断し

ている。 同じ よう に、 味噌のにおいを嗅ぐと その食

品例えばみそ汁はし ょ っ ぱい食品だと 判断し てい

る。 我々は、 こ のにおいだけを取り 上げて減塩食品

を開発するこ と を計画し た。 すなわち、 味噌から蒸

留で得ら れた香気成分 ( 無味 : こ の液体を香り 水と

呼ぶ ) を減塩みそ汁に添加するこ と により 、 通常み

そ汁に近い味わいを出そう と するも のである 。

方 法

蒸留法による香り 水の作成

　 味噌の香り 水を作成するために Fig.1 に示す装置

を用いた。 沸騰石を入れた後、 沸騰し た水 ( アルプ

スの天然水 ) に味噌を投入する。 蒸留さ れた液体を

氷冷によって集める。 こ れが香り 水である。

LABN IRS

　 今回、 研究を進めるにあたり 大きな役割を果たし

た LABNIRS について、 多少説明をする。 近年急速

に発展し てきた脳の機能を可視化する脳機能イメ ー

ジング技術の一つである。 その中でも 生体の光イ

メ ージング「 近赤外分光分析法（ fNIRS: functional 

near-infrared spectroscopy）」 は次世代の脳科学

を支える新たな手法と し て注目さ れています。 本機

器の利用が期待さ れる分野は、 リ ハビリ テーショ ン

分野、 創薬研究・ 医学研究分野、 教育・ 心理学分野、

情報工学分野などである。 我々は本機器を利用し て

食品の味や香り などをヒ ト が、 脳でどのよう に感じ

ているのかを可視化するこ と を計画し た。 　

　 Fig.2 に示すよう なヘッ ド ギアを頭に装着し 、 穴　

の部分の間に流れる微電流を近赤外光を利用し て

測定する も のである。 実際に可視化し たも のは、

Fig.3 に示すと おり であるが、 緑、 黄、 赤の順に電

流が強く なって表さ れる。

　 では実際に LABNIRS を利用し て、 食品の風味に

対し て脳がどのよう な反応を示すかを観測し た。 使

用し た試料は、 ①水、 ②香り 水、 ③香り 水 30% +

味噌汁 70% 、 ④ 100% 味噌汁を使用し た。 ①から

④をラ ンダムに被験者に一口飲んでも らい、 脳の様

子を観測し た。 使用し たプログラ ムは、 測定開始か

ら 20 秒後に試料を飲む。 その後 40 秒間観測を続

ける。 ト ータ ル 60 秒経っ たら 、 次の試料の観測に

入る。 今回の実験では、 ①から ④の試料について、

鼻をつまんだ場合と 、 鼻をつままない場合について

比較し た。

結 果

水だけを飲みこ んだ場合と 、 香り が付いた水（ 香

り 水、 味噌汁） で脳の反応が異なるこ と が示唆さ れ

た。 こ の傾向は、 鼻をつまむ場合、 つままない場合

を問わず同じ 傾向であっ た。

考 察

香り 水および味噌汁で脳に反応が認められたと い

う こ と は、味ではなく 、香り に反応し ているこ と が、

推定さ れた。 鼻をつままない場合、 鼻をつまんだ場

合の脳の反応は異なるが、 反応し ている箇所が脳の

左側に認めら れた。 鼻をつままない場合は、 頭頂に

近い部分が活性化さ れているこ と も 確認さ れた。

今後の展望

脳のどの箇所が香り によって活性化さ れるのかを

検討し 、 その反応を利用し て、 減塩味噌汁の開発に

つなげてゆきたい。

　 脳の反応（ 活性化） と 食品を食べたと き、 ヒ ト が

どのよう に感じ ているかを可視化するこ と が難し い

と さ れてきたが、 今回の研究を端緒においし さ と 脳

科学を関連付けて行きたいと 考える 。
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家政学部 栄養学科　 佐藤吉朗・ 澤田めぐみ・ 峯木眞知子

Fig .2　 NIRS 装着時

Fig .1　 蒸留法による香り 水作成装置

Fig .3　 脳表面の微電流を可視化

温度計

丸底フラスコ

氷

バイアル

冷却器

冷却水

香り 水

蒸発

マント ルヒーター

香気成分の添加による

新たな減塩食の開発
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背景および目的　

　 遺伝子を超高感度で迅速に診断できる機器の開発

は、POCT 分野で QOL 向上が期待できるこ と から 、

ヒ ト の生（ Life） の多様なステージを支える一手法

と し て有効である。 具体的には、 ⅰ） 極微量の標的

遺伝子（ ウィ ルスや miRNA など） の効果的な捕捉・

濃縮技術、 ⅱ） 極微量の標的遺伝子を検出できる超

高感度認識技術、 ⅲ） 上記 2 つの技術開発に資す

る機能性素材およびその技術基盤、 の開発である。

我々は、 こ れらの技術開発を実施し 、 その集合体と

し ての「 PCR 増幅を必要と し ない動的遺伝子解析

装置」 の開発を目的と し て行う 。

方 法

　 昨年度は、 当初予定し ていた年次計画は順調に進

み、 また、 上記「 極微量の標的遺伝子を検出できる

超高感度認識技術」 に関し ては、 予定より 早く 特許

基礎出願を果たすに至った。 し かし 、 技術開発が終

了し たわけではなく 、 あく までも 新規性のある技術

開発ができたと いう 段階であるので、 特許公開まで

に更なる技術開発を実施し て、 特許内容の完成度を

高めていく 必要があっ た。

　 本年度は、 共同研究先である（ 株） ヨ コ オと 連携

強化し て以下の課題について解決し ていった。 すな

わち、

①　  感度認識技術（ 前述ⅱの技術） の開発 : 人工機

能核酸と し て選択し た PNA（ ペプチド 核酸）

を遺伝子診断装置のセンサー部に使用するため

の技術開発をまと める（ →すでに終了。文献 1）。

また、 1 年後の特許公開を見据えて、 特許内容

の充実を図る。

②　  遺伝子を効果的に捕捉・ 濃縮可能な技術（ 前述

ⅰの技術） の開発 : ①と と も に、 遺伝子を効果

的に捕捉・ 濃縮可能な技術をまと め、 特許基礎

出願を目指す。 ①のセンサー部に導入する試料

はウィ ルスや miRNA などを 想定し ているが、

それら標的遺伝子を抽出し て試料と する必要が

ある。 前半終了までに目途を立てたい。 後半か

ら は、 1 年後の特許公開を見据えて、 特許内容

の充実を図る。

③　  ①②に基づく 技術基盤（ 前述 iii の技術）の開発：

センサーの基本設計が終わった後で、 モデル遺

伝子を用いた真贋判別の高感度化を実施する。

アッ ト モルレベルの検出感度を目標と する 。

結 果

①　  感度認識技術（ 前述ⅱの技術）の開発 : センサー

部と し て使用する検出用チッ プのスペッ ク 、 試

料の導入方法、 検出に使用する計測方法及び計

測機器の作製や、 得ら れたデータ を利用し た解

析方法、 など、 ノ ウハウに相当する部分も含め

て開発がほぼ終了し 、 センサー部の作り 込みが

できた。 こ れにより 、特許性が飛躍的に向上し 、

国際特許 PCT 出願に切り 替えた（ 文献１ ）。

②　  遺伝子を効果的に捕捉・ 濃縮可能な技術（ 前述

ⅰの技術） の開発 : 研究の過程で、 効果的に試

料を抽出・ 濃縮する技術は、 標的遺伝子を包む

キャプシド やエンド ゾームと いっ た外壁を取り

除く 工程と 取り 除いた後の内用液から 標的遺伝

子のみを 捕捉する工程の 2 工程に分離する必

要があるこ と が判明し た。 そこ で、 本年度は、

後者の内用液から標的遺伝子のみを捕捉する技

術開発を優先し て実施し た。 その結果、 標的遺

伝子以外の物質は捕捉するこ と なく 、 標的物の

みを効率よく 捕捉する技術開発に成功し 、 特許

基礎出願し た（ 文献２ ）。

③　  ①②に基づく 技術基盤（ 前述 iii の技術） の開

発 : 主に①の技術を利用し ながら 検出感度の向

上を実施し た。 その結果、 モデル実験系におい

てアッ ト モルレベルでの標的遺伝子の検出が可

能と なった。

考 察

　 当初予定し ていた年次計画①～③はほぼ順調に進

んだ。 ただし 、 ②の計画の中で 2 つ工程にする 必

要性がでてきたため、 来年度以降にその開発をする

必要が生じ た。 ①の感度認識技術は基本的な開発要

素がすべてクリ アになっ た。 こ のこ と は、 目的に合

わせたさ まざまな装置開発が可能になっ たこ と を意

味し 、その点で当初目的を達成し たと いえる 。 また、

検出感度はアッ ト モルレベルで安定的な検出が可能

と なっ た。 現在上市さ れている最先端の遺伝子検出

キッ ト はアッ ト モルレベルであり 、 それと 比較し て

も 全く 遜色のない結果が得ら れたこ と になる 。 し か

も 、 前出の遺伝子検出キッ ト はほと んどが光応答性

技術を応用し たも のであり 、 そのために大掛かり な

検出機器を設置し なければいけないこ と や専門知識

を有する技術者のみが取り 扱い可能なこ と などの制

約がある。 我々は電気化学分野に基づいた非常に基

礎的な技術で構成さ れているので、 診断装置と し て

も安価なコ スト で販売が可能なう え、 専門的な知識

がなく ても利用可能な操作を目指すこ と が可能であ

る。 その点で、 すでに世界的に見て最先端の診断装

置と し てのポテンシャ ルの高さ があると 断言でき

る。

今後の展望

　 し かし ながら 、 最終的な目的は、 こ れら 開発し た

技術の集合体と し ての「 PCR 増幅を必要と し ない

動的遺伝子解析装置」 の開発である。 それを遂行す

るために、以下の開発が具体的に必要と なってく る 。

①　  アッ ト モルレベルの感度からゼプト モルレベル

の感度への向上を目指すこ と : 標的遺伝子の多

く はごく 微量（ ゼプト モルレベル） し か存在し

ないものが多い。 今後、 現在の約千倍の感度向

上をし ていく 必要がある。

②　  第 3 者による技術評価を求めるこ と : 現在は、

（ 株） ヨ コ オと の 2 者間であるが、 遺伝子情報

を保有し ている臨床医や製薬メ ーカーと の連携

を模索し ていく 必要がある。

③　  研究開発を促進さ せるための開発支援体制を整

えるこ と : 本計画を確実に遂行する上で、 研究

開発費や人的リ ソ ースを増やすこ と は重要であ

る。 今後は、 技術に関する情報発信をし つつ、

外部研究資金の獲得について検討し ていく 必要

がある。
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QOL（ Quality of Life： 生活の質）向上を

実現するための、超高感度で迅速な

遺伝子診断装置の開発に関する研究

文献1 :  PCT/JP2019/40922「 極微小溶液による核酸のハイ

ブリ 方法」、 PCT/JP2019/45252「 電気化学測定に

於けるハイブリ 時作業環境」、 Label-Free Detection 

of  Zep tomol m iRNA v ia  Pep tide Nucleic Acid 

Hybrid ization Using  Novel Cyclic Voltam metry 

Method. Sensors 2020, 20, 836-852.

文献２：  特願 2020-015458「 人工核酸に基づく アフィ ニティ ー

クロマト グラフィ ー」
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目的　

　 本研究の目的は、 働く 知的障害者に対し 、 食改善

の機会及び場の提供を通し て、 持続的な地域生活の

実現を目指すこ と にある。 昨年度は知的障害のある

女性と と も に学食での健康的な食事の試食及び日常

生活における 栄養バラ ンスに関する調査を 行っ た

が、 今年度は本学の調理室を使用し て調理実習を

行っ た。

方 法

　 知的障害のある 女性 9 名（ 支援者 1 名） と 社会

福祉演習（ 田中） 履修者 15 名がバディ を組み、 ①

7 月 13 日、 ② 10 月 5 日、 ③ 12 月 7 日の 3 回の

調理実習を行い、 各自同じ も のを 自宅やグループ

ホームなどで再度作っ てみて、 出来栄えを報告書に

まと めると いう 作業を行っ た。

　 最終回には文字の読み上げや記入などを履修者が

サポート し て、 満足度アンケート を実施し た。

結 果

　 報告書については、 ①は全員提出し たが、 そのあ

と は② 2 人、 ③ 4 人であった。

　 アンケート は 9 名中最終日に体調不良で休んだ 1

名を除いて 8 名が提出し た。 結果、 食事会に参加す

るまで食事に気を付けていた人には、 8 人中 4 名で

う ち 2 名はと ても 気を付けていたと 回答し た。 気を

付けていた点については、「 栄養バランス」 が最も多

かっ た。 料理を作るこ と は、 と ても 好きが 3 人、 好

きが 4 人と 料理好きが多かっ た。 参加について、 8

人中 7 人がと ても 満足し ており 、 よかっ た点（ 複数

回答） と し て 8 人中 5 人が学生と と も に体験ができ

たこ と 、 同様に 5 人が食事がおいし かっ たこ と を挙

げた。 よく なかっ た点と し ては、 食事の量が多い、

または少ないがあった。

　 今後については、 料理をし たいと 思う 人は、 8 人

中 6 人で、 食事バラ ンスへの意識が高まっ た人は 8

人中 5 人だった。

考 察

　 報告書については、 2 回目と 3 回目の提出率が低

かっ た。 要因と し て、 2 回目を実施し た 10 月は行

事がかさ む忙し い時期だっ たこ と 、 またこ ちら の声

かけも少なかった可能性はある 。 3 回目は 2 回目の

提出が少なかったため、 より 強く 報告書の提出を促

し たこ と もあって、 若干持ち直し た。 し かし 、 ①の

提出が全員であり 、 し かもグループホーム全員分ま

で実施し た例があっ たこ と を考えると 、 後半にモチ

ベーショ ンが低く なってし まったと 考えら れる 。

　 アン ケート の結果は昨年同様、 満足度は高かっ

た。 学生と の交流は非常に有効ではある 。 今後のモ

チベーショ ンにもつながっていると 思われるが、 そ

れが今回は報告書の作成に結びつかなかっ たこ と が

非常に残念であった。

今後の展望

　 食事を継続的に作るためには、 簡単で安価である

こ と が重要である。 料理研究家リ ュウジ氏に許可を

得たので、 来年度は氏の考案し た簡単なメ ニューを

知的障害のある人にわかり やすく 説明できるものに

し て調理を実施すると と もに、 グループホームの食

事についてのレシピ作成を行う 。 グループホームは

10 名以上の調理になるため、 レシピは特殊になる。

し かも世話人の高齢化や職員不足など、 手間のかか

る料理は避けたい傾向にあり 、 本学の栄養学科の先

生方のご協力を得て、 簡単で栄養価の高いおいし い

レシピを考案し 、 冊子にまと める予定である。
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背景および目的　

　 快眠は健康維持のために大変重要である。 加齢に

伴い表皮の角質水分保持能力が低下し、 全身の筋量

が減少するため、 皮膚が乾燥し、 掻痒感を感じるだけ

でなく 、 皮膚のたるみによって動作性が制限され、 就

寝時に限らず、 皮膚トラブルに悩まされる高齢者は少な

くない。 皮膚の乾燥対策として、 高齢者用寝衣に保湿

性を付与することで、 風合いがよく 、 快適性に優れた

高齢者寝具・ 寝衣が提案できるだろう 。 また、 皮膚の

たるみによる動きにくさを改善するためには、 適切な寝

衣や下着の選択が必要であろう 。

　 そこで、 高齢者用寝衣や高齢者用下着にふさわしい

衣服の条件を探るため、 前段階として女子大学生を被

験者とした時のファウンデーション着用時の衣服圧と着

用によるシルエット の変化を測定した。

方 法

　 市販されている矯正用ファウンデーション 3 種類に加

え、 矯正機能が特に謳われていないサポート パンツ 2

種類を実験用試料として用いた。 ファウンデーション着

用直後と 30 分後の衣服圧をエアパック型衣服圧測定

器によって測定した。 測定箇所は、 腹直筋・ 大腿四

頭筋・ ハムストリングス・ 大臀筋・ 中臀筋・ 大腿筋膜

帳筋の 6 部位とした。 同時にファウンデーション着用に

よるきつさ感や生地のごわごわ感、 快適感についても

測定した。 被験者として、女子大学生 4 名が参加した。

被験者は実験内容と主旨を理解した上で実験に参加し

た。 また、 ファウンデーションの補正効果について確認

するため、 着用直後と着用 30 分後に 3D スキャナを

用いて人体シルエット の計測を行った。 計測した衣服

圧、着用評価結果は、t検定によって有意性を検討した。

結果と 考察

　 測定した各部位の衣服圧ときつさ感覚を回帰式で表

すと、 着用直後、 着用 30 分後ともに衣服圧が増加す

ればきつさ感覚が強くなった。 回帰式の傾きは同等で

あったが、 着用時間が経過すると、 そのきつさ感が低下

することがわかった。

　 いく つかのファウンデーションについて、 着用直後と

30 分後の快適感、 ごわごわ感、 縮み感に有意差がみ

られたため、３D スキャナによって着用直後と 30 分後の

シルエットを測定した結果を Fig.1 に示す。 シルエット 補

正効果のある B では補正効果のない Eと比較して、 臀

部最突点が上方に移動していることがわかった。 次年度

にむけて、 若年者と比較して高齢者の筋や脂肪組織は

移動しやすいと推測されるため、 快適な寝衣開発のため

に、 高齢者でもシルエット 比較を行いたいと考えている。

背景および目的　

　 少量の尿漏れに対応する専用ヘルスケア製品として

尿ケア専用ナプキンを使用する人が増加しており、 若

い女性から高齢者まで幅広い年代の人が使用してい

る。 直接人の肌に触れるものであり、 着用時の快適性

が求められる。

　 本研究では尿ケア専用ナプキンについて、 最も着用

時の快適性と関係が深いと考えられる、 吸水時の吸収

体部の風合い変化を検討する。 吸収体部の構造が異

なる試料について、 吸水前後の吸収体部の柔らかさや

なめらかさの変化を摩擦特性、 圧縮特性などの物性変

化から、 ひんやり感を接触冷感、 熱伝導率の熱物性

変化から評価する。 また、 官能評価を実施し、 着用時

の快適性が高い尿ケア専用ナプキンの構造を提案する

ことを目的とする。

方 法

　 試料は、尿ケア専用ナプキン 5 種類の試料を使用し , 

これらに 0.9% 生理食塩水を 40m l 吸水させ、 乾燥状

態と吸水状態における圧縮特性、摩擦特性、接触冷感、

熱伝導率の測定を行い、 吸水による物性変化を測定し

た。 各試料の乾燥時と吸水時の触感について、 官能

評価を実施した。 官能評価は、 ①やわらかさ、 ②滑ら

かさ、 ③さらさら感、 ④濡れ感、 ⑤冷たさ、 ⑥総合評

価の 6 項目について、 5 段階評価で手の触感による評

価とした。 被験者は 20 代女性 20 名である。 物性試

験結果と人の感覚による官能評価との相関を調べ、 排

尿後の尿ケア専用ナプキンの物性と風合いの関係を検

討した。

結果と 考察

　 尿ケア専用ナプキンの風合いの良さは、トップシート

の性状や吸収体の全体量、 吸収体内の綿状パルプと高

分子吸収材（ SAP） の割合に依存することがわかった。

特に SAP の量は液体の吸収速度に大きく 影響し、 様々

な物性試験結果からもその影響がうかがえた。 例えば、

SAP のみで構成された吸収体から成る試料では、 柔ら

かいが吸水速度が遅いため、 接触冷感が高く 濡れ感を

感じると考えられる。 また、 吸収体の全体量が多い試料

では少し硬さがあるが吸水が早く 、トップシート 上に水分

が残らないため官能試験の評価が高い。また、トップシー

ト に縦溝形状のある試料では、 吸水時の接触冷感の値

が乾燥状態に近い値になった。 乾燥時と吸水時の変化

が小さい方が不快感を覚えにくいと考えられる。トップシー

ト の縦溝に液体が入り込み、 肌との接触面の濡れ感が

少ないことと、 肌との接触面積が小さいため熱を逃がし

にくい構造であるためと考えられる。

　 本研究では吸収体表面のさらさら感に着目したが、

物性結果と官能評価との相関関係から、 平均摩擦係数

（ MIU） の結果と官能評価でのさらさら感との相関が高

かった（ Fig.2）。 またさらさら感は、 吸水後すぐでは濡

れ感や冷たさの感覚と相関があり、 吸水後 10 分以上で

は濡れ感や滑らかさの感覚との相関があった。 このこと

から、 さらさら感を感じる要因は、 表面の滑らかさ（ 摩

擦係数の低さ） と濡れ感が小さいことであると推測され

た。 尿ケア専用ナプキン吸水時のさらさら感を向上させ

るためには、トップシート の表面形状を検討し、 SAP の

吸収速度を上げることが有効であると考える。

11 
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Study Branding Business

家政学部 服飾美術学科　 濱田仁美・ 潮田ひとみ

Ⅰ . 高齢者用寝具・ 寝衣の快適性

Ⅱ . 尿ケア専用ナプキン吸水時の風合い

高齢者用衣料品の風合いと快適性

高齢期

N3  直後 N3 30分後 N3 直後 N3 30分

B後面 B側面

E後面 E側面

Fig .2　 さらさら感と平均摩擦係数の関係性

0
0 20

「 さ ら さ ら ・ ややさ ら さ ら 」 と 回答し た割合（ % ）

平
均
摩
擦
係
数 R2=0.9096

40 60 80

0.05

0.1

0 .15

0.2

0 .25

0.3

0 .35

0.4

M IU

Fig .1　 着用直後と着用 30 分後のシルエット 比較
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背景と 目的　

　 介護保険では地域包括ケアが進められ、 介護保険

第 6 期（ 平成 27 年度～ 30 年度） に向けた改正で

は「 介護予防・ 日常生活支援総合事業（ 以下、 総合

事業）」 がスタ ート するなど、 地域づく り がさ かん

に進めら れている。

　 本研究は、 地域におけるボラ ンティ ア活動（ イン

フォ ーマル） と 専門職・ 公的機関（ フ ォーマル） の

協働について調査研究を進めるものであるが、 全国

先進地域・ 自治体における事例を継続的に調査し 、

包括協定を締結し ている北区に報告するこ と を課題

と し ている。 そこ で本年度は、 地域づく り の先進地

域・ 自治体の中でも 人口 1 万人未満の地方自治体

に焦点を当て、 その成功要因を探るこ と を通じ て両

者の協働のポイント を考察するこ と を目的と し た。

調査方法

　 調査方法は自治体を対象と するケーススタ ディ と

し 、 総合事業策定に関わっ た方より 地域づく り 全般

について情報提供・ 訪問アレンジの協力を得て理論

的サンプリ ングを行なった。 自治体の総合事業担当

者のみではなく 、 社会福祉協議会、 自治体役員、 ボ

ランティ ア住民など取り 組みにかかわっ た方全てを

交えたインタ ビュー（ 基本情報入手に半構造的イン

タ ビュ ーを追加） を行ない、 テープ起こ し をし て、

継続的比較法により 特徴の抽出を行なっ た。

結 果

　 人口 1 万人未満の 4 自治体（ 自治体内の地区も

含める） を比較し た結果、 表 1 のよう な結果と なっ

た。 成功要因と し て、「 人口減少等への危機感、 介

護保険の効果への疑義」「 自治体リ ード と 熱血漢の

存在」「 総合事業は事業づく り ではなく 地域づく り

の理念」「 自治体の押し つけではなく 小地域ニーズ

への着目」「 歴史的社会資源・ 民間企業も 含めた地

域の資源総動員」 などの概念が抽出さ れた。

考 察

　 以上の状況を踏まえて、 フ ォーマルと インフ ォー

マルの協働の視点から 考察を行う 。

　 まず、「 人口減少等への危機感、 介護保険の効果

への疑義」 に関連し て、 自治体、 地域住民と も に強

烈な危機を感じ 、直視し て行動を起こ し ていた（ 1）。

　 こ う し た状況を看過できないと 、 地域のステイク

ホルダーの主体性を醸成し つつも 、 リ ーダーシッ プ

をと る のは自治体であり （ 2）、 そこ にはカ リ スマ

的な自治体職員、 自治体から 委託を受けた社会福祉

協議会職員の存在が見ら れた（ 3）。

　 彼ら は、 総合事業の意義を「 地域づく り 」 に求め

ており 、 地域の課題解決に向けて住民が主体的に行

動し 地域の資源を発見・ 創造し ていく 先に総合事業

がある こ と を強調し ていた。 よっ て、 自治体が方

針・ 方策を決めるのではなく 、 自治体職員は自ら 地

域に入り 込んで住民と 信頼関係を作り 、 小地域ごと

に異なる課題に住民と と も に向き 合い（ 4）、 そこ

に地域包括支援センタ ーや専門職を巻き込み、 協働

の場（ 基盤） をつく り 合意形成を行なっ ていた（ 5）。

過疎気味の地方都市なら ではの特徴と し て、 自治会

や民生員などの旧来型システムも 有効に働いていた

（ 6）。

　 以上の分析に共通する要素は、 地域住民の主体性

を引き出し 、 住民自ら 地域資源を活用し て問題解決

にあたれるよう 、 地域に入り 込んで共に行動するこ

と である。 こ れは、 世界の潮流である asset-based 

approach に通底するも のである。

今後の展望

　 こ れら の結果は北区への報告を行なっ た。 北区に

も多く の地域資源があるこ と は昨年度明らかにし て

おり 、 北区にも熱血の職員がいて精力的に地域の資

源づく り を進めている。 来年度は引き続き、 全国に

おける地域づく り の先進事例を探索すると 同時に、

北区における専門職の調査を行い、 地域の資源、 ボ

ランティ アと 専門職の協働について考察を進める 。

12 
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Study Branding Business

人文学部 教育福祉学科　 松岡洋子 / 家政学部 栄養学科　 和田涼子

高齢者の健康な生を支える

ボランティア活動と専門職・

公的機関の協働

高齢期

Table １ 　 介護予防・ 生活支援総合事業比較表

A町 B町 C市M 地区 D 市M 地区

地域資源

人口 6.9千人、41％ 5千人、43.8％
1 . 4 千人、5 5 . 9 ％（ C 市4 . 7 万人、
41.9％）

1.3千人（ D市11.6万人、30.1％）

包括 1（ 直営） １（ 直営） ２（ 直営）OTを配置 ４（ 全市で）

福祉資源 ●特養１（ 50人）、通所１（ 25人）など
● 特養２（ 110人）、認知症GH１、ケ

アハウス１、通所２ 、認対通所１
●特養8、通所16など

● 特養（ 5施設、412床）少なく 他市よ
りデイが参入

歴史
●昭和47年「 陶芸教室」

●平成19年「 ふまねっと」
●日本三大銅山 ● 平成17年1市・２ 町・４ 村落が合併 ●自治会、民生委員などの基盤

強み ●古く からの「 ふまねっと運動」など ●自治会参加率100％ ●94の生き生きサロン ●自治会・ 民生委員の活動

危機意識

人口危機
●高齢者が生産年齢人口を凌駕
●老人クラブは半数に激減

●8年で人口１千人減少

● 後期高齢者まで減少の危機
●人口ピラミッド は棺桶型

●専門職の人材不足

● コミュニティ 消滅危機の地域もあり

● 94の生き生きサロンの減少（ １ 年
で５ ケ所消滅）

介護保険

効果なし

● 介護保険は膨張の一方で 、イン
フォーマルサービスなく 、介護予防

の発想なし 。

●デイの効果に疑問

● 要介 護認定率2 0 . 8 ％、保険料
5,779円

●要介護１までの認定率が高い

●軽度者のデイ利用が全国TOP
● デイでの一年後悪化率が全国平

均を上回る

総合事業

開始 平成27年４ 月スタート 平成27年4月スタート 平成28年４ 月スタート 平成29年４ 月スタート

リード
●町、町社協

●丸投げではない

● 町、町社協、地域包括支援セン

ター

● 市と 市社協（ 生活支援体制整事
業委託）

●一緒に
●市の高齢福祉課

理念方針

● 要支援になると関係希薄に。助け

合いの輪を 広げ、要支援になって
もこれまでどおりの関係維持でき
る助け合いを。

● 町民の「 やりたい・ し たい」を 引き

出し 、徹底支援
●「 やりたいことをやれる町」

● 医療・ 介護の専門職が視点を 共
有して連携

● 平成27年改正で 地域づくりを 進

めよう
● 「 できる人が、できる事を、できる時

に」
●地域づくり！＞サービス創出

● 民間、法人、介護事業者、住民巻
き込んで、介護予防・ 買物支援一

体型事業

内容戦略

●ふまねっと運動
● LOREN 支え合い（ 支え/支えられ

る関係、生活課題の可視化）

●移動支援（ コミュニティ バス）

●デイの見直し →「 ミニデイ」へ
● C型（ 通所訪問一体型）社協＋包

括

●サロン活動

● 各地域に太い 幹をもった 団体を
16圏域にひとつ

●一つの成功事例から広める

● 地域には切実な課題がある。そこ
からスタート 。

ポイント

●住民がリーダー（ ふまねっと）
●養成講座の受講義務付け

● 幹の太い活動（ ふまねっと ）を 各

地域に育て、他の多く を育成

●37の自治会圏域毎に第二層SC

● 地 域 包 括は個 人 相 談 、社 協は

CSW

● 3年間、16圏域ごとに協議体会議
で 話し 合い「 地域ささえあい協議

体」（ H27年度より200回）

●各地域でニーズは異なる

● 一成功事例を作り 、地域のニーズ
に合わせ他地区へ展開

● 「 同質的に一気に進めるやり 方」

はしない

事業結果
●40サロン

●ふまねっと12か所、４ 千人

●ミ ニデイサービス

●C型は通所事業

●第２ 層SCは自治会圏域37
●つどい場26か所

●訪問B型９ 、通所B型13（ 16圏域）
● H30年度には2地域で地域のニー

ズと資源に合わせて開始。

アウト カム

● 平成24年度以降5年間80歳以上
が20％増。新規要支援者は25％

ダウン。

●予防給付48％ダウン

● 保険料5300円（ 県内で 二番目に
安い）

●一人当たり58円引き下げ効果

●近隣助け合いの活発化
●支援課と地域とのきずな

●議会で地域活動が話題に

●役所内で部署を超え協力

● 平均年齢80歳超、2年半変わりな
く 元気

● 「 できない」から「 出来るよう になっ

た」声の増加
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背景および目的　

　 フレイルとは、 高齢者が筋力や活動が低下している

状態（ 虚弱） と定義されている（ 日本老年医学会）。

フレイルを自覚し、 その時点から要介護に陥るまでの期

間をできるだけ延ばすか、 またはフレイルから挽回して

より健康体へ戻すためのとりく みが重要となる。 高齢者

の筋力や生活活動などを定期的に測定し、 フレイルの

実態把握と現状の自覚がフレイル予防に有効に作用す

るかを検証する。

　 本研究が設定したフレイル評価基準は、 厚生労働省

が発表している J-CHS 基準の内、 身体活動量に関す

る設問を、 本研究用に改変したものである。 身体活動

量について、 J-CHS 基準では、「 軽い運動・ 体操（ 農

作業も含む） を定期的にしていますか ?」 という設問が

あるが、 軽い運動・ 体操の基準があいまいで、 身体

活動量を予測しづらいことが予想された。 事前に対象

者に身体活動量について聞き取り調査を行ったところ、

「 敢えて運動はしていないけれど、 仕事（ ボランティア）

や用事で外出し、よく 歩いている」 との回答がみられた。

そこで、 本研究では、 1 回 30 分以上の散歩や買い物

など歩行を伴う 外出も軽い運動・ 体操に相当すると解

釈して、 1 回 30 分以上の外出の頻度（ 日数 /週） を

回答として設定した。

　 Fried らによると、 活動の少なさの目安は、 余暇に

よる身体活動量とし て、 女性 270kcal/ 週以下、 男

性 383kcal/週以下と定義されている。 体重 50kcal

の人が 30 分間、 散歩や買い物のような立位と移動を

繰り返す活動をする際の消費カロリーは M ETs 法で約

60kcal である。 余暇活動消費量を最低約 270kcal/

週と設定し、 一回の外出の消費カロリーを 60kcalとし

て、 外出頻度を該当させた場合、 週に 4 日以下の外

出頻度（ 240kcal 前後） が想定される。 よって、 5 日

/週未満と回答した者について、 身体活動量のフレイ

ル該当者と判定した。

　 尚、 J-CHS 基準の意図は、 家事や買い物など自立

した日常生活動作に上乗せして加わる運動や体操・

農作業など、 余暇としての身体活動量を評価している

と捉えると、 この改変により質問の意味合いが異なって

くる可能性があり、 この点について検証を試みた。

方 法

　 東京都北区在住の 65 歳以上の高齢者で北区ふれ

あい食事会への参加者 73 名を対象に、 独自の評価

項目を用いたフレイル測定会を、 東京家政大学構内に

て、 年に 2 回、 合計 6 回開催した。 参加者は、 フレ

イル測定後、 本取り組みが主催するふれあい食事会に

参加した。

　 今回は、 特に 5 回目の測定回に参加した被検者 50

名を対象に、 本研究基準に加え、 J-CHS 基準が定め

る「 軽い運動・ 体操をしていますか」「 定期的な運動・

スポーツをしていますか」 を設問し、両設問に「 いいえ」

と回答した者を、 J-CHS 基準の身体活動量の低い評

価とし、 本研究基準と J-CHS 基準で抽出される人数、

年齢、 判定結果について差異を分析した。

結果および考察

　 両設問の回答結果を集計したところ、 本研究基準の

設問該当者は 14 人であったのに対し、 J-CHS 基準

の設問該当者は 8 人であった。 両設問に重複して該

当したのは 1 人（ 男性） であり、 判定結果はフレイル

であった。 それ以外の該当者は、すべて女性であった。

フレイル判定者 1 名以外、 J-CHS 基準と本研究基準

の重複該当者は認められなかったことから、 本対象者

では、 身体活動量として設定した本研究基準は、 フレ

イル者の抽出には機能する可能性が示唆されたが、 非

フレイル者では、 J-CHS 基準では抽出されない異なる

要因を結果として抽出していることがわかった。

　 判定結果の J-CHS 基準と本研究基準の整合率は、

健康、 プレフレイル、 フレイルの 3 区分では 80% であっ

たが、 プレフレイルを、 1 項目該当のフレイル判定者（ 以

下「 P1」）と 2 項目該当のプレフレイル判定者（ 以下「 P2」）

とする 4 区分では 60% であった。

　 判定結果び内訳は、 J-CHS 基準の設問該当者 7 人

中 5 人は本研究基準では健康判定であり、 逆に、 本研

究基準の設問該当者 13 人中 5 人は J-CHS 基準では

健康判定であった。 全体の判定者の割合は両者間で一

致しており、 健康判定者 22 人、 プレフレイレイル判定

者 27 人、 フレイル判定者 1 人であった。 しかし、 P1

と P2 の割合では、本研究基準の方では P1 者が少なく 、

P2 者が多い結果であった（ Fig.1）。

　 本研究基準と J-CHS 基準によって判定結果が異

なった 20 人の判定結果と 年齢について比較し た。

J-CHS 基準の設問該当者の平均年齢は 69.1 ± 3.7

歳であり、 7 人中 6 人が 75 歳未満の前期高齢者で

あった。 本研究基準の該当者の平均年齢は 78.0 ±

4.7 歳であり、 13 人中 10 人が 75 歳以上の後期高

齢者であった。 両者の年齢には t 検定による有意差

(p<0.0005) が認められた。

　 以上の結果から、 本対象者において、 J-CHS 基準

の身体活動量の設問から抽出されるのは、 フレイル者

または、 運動習慣はないが、 70 歳前後の前期高齢者

で 1 回 30 分以上の外出頻度が週に 5 日以上の人で

ある可能性が示唆された。 一方、 本研究基準の設問

により抽出されるのは、 フレイル者または、 75 歳以上

の後期高齢者で、 運動はしているが、 1 回 30 分以上

の外出頻度が週に 5 日未満の人である可能性が示唆

された。また、本研究基準の方が、J-CHS 基準に比べ、

P2 者が多く 判定される可能性が示唆された。

今後の展望

　 参加者からは、 本測定会について肯定的な声が多

く 寄せられており、 このような行政との協働による地域

高齢者への定期的なフレイル測定および食事会の実施

は、 参加者の健康寿命を延伸しようという 意識を啓蒙

する機会として、 介護予防に貢献できる可能性が示唆

される。 また、 大学の地域貢献事業として、 地域住民

の本学に対する理解を促すことにも作用している。

　 今後さらに事例を増やし、 得られた知見について公

表していきたい。

13 
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Study Branding Business

ヒューマンライフ支援センター　 内野美恵・ 田渕千晶 / 健康科学部 リハビリテーショ ン学科　 木元幸一・ 清水順市 / 

家政学部 栄養学科　 　 　 　 　 澤田めぐみ　 　 　 　  / 大学院 人間生活学総合研究科　 　　 西村純一

Table １ 　 本研究で用いたフレイル評価項目と評価基準

Fig .1　 J-CHS 基準と本研究基準による判定結果の比較

J-CHS
基準

フレイル,1
運動はしていないが外出頻度は５ 日以上

運動はしているが外出頻度は５ 日未満

フレイル,1

P1:1項目該当プレフレイル

P2:2項目該当プレフレイル

健康,17

健康,17

健康,5

健康,5

P1 ,5

P1 ,5

P1 ,16

P1 ,10

P2 ,6

P2 ,12
本研究
基準

健康寿命の延伸を目指した

ライフスタイルの提案

－高齢者のフレィ ル（ 虚弱）における

　 基本評価結果の経年変化についての検証－

高齢期

評価項目 評価基準

1.体重減少
「 6か月間で2 ～ 3kg以上の（ 意図し ない） 体重減
 少がありましたか？」

2.疲労感
「（ ここ2週間） わけもなく 疲れたよう な感じ がする」
はい・ いいえ

3.身体活動量 「 1回30分以上の外出を週に何日していますか？」

4.握力
利き手の測定で 男性26kg未満、 女性18kg未満の
場合

5.通常歩行速度
（ 測定区間の前後に1mの助走路を設け、 測定区間
定5 mの時を計測する） 1m /秒未満の場合

＊ 以上 1 ～ 5 の基本事項に対し 、 3 つ以上該当する場合はフレイル、 1 ～ 2 つ該当
する場合はプレフレイル、 いずれにも該当しない場合は健康判定とする。 3 につい
ては週 5 日未満を該当すると判定した。
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背景および目的　

　 超高齢化社会を迎えた今、 誤嚥性肺炎の予防と 高

齢者で低下し がちな免疫力の改善についても 検討が

必要である。 また食事は、 高齢者にと って喜びと 十

分な栄養摂取において必要である 。 そこ でこ のテー

マでは、 ①エスプーマ法による食品の開発、 ②ヨ ー

グルト による免疫改善効果を検討するこ と より 高齢

者の健康な生活を支えるこ と を目指し ている 。 本年

度は①のみの結果を報告する。

エスプーマ法による嚥下困難者用食品の開発

　 エスプーマはスペインのレスト ラ ンで開発さ れた

最新の料理法であるが、 その特徴から 高齢者向き新

し い食事形態と 考え、 介護用エスプーマ食を開発す

るこ と を目的と し た。 日本人の高齢者向きに米粥や

和風の主菜、 副菜をエスプーマ法で調製する 。

をエスプーマ法で調製する。

方 法

　 と り あげたレシピは、 米粥、 ラ ーメ ン、 う どんの

主食、 和風鮭のク リ ーム煮、 やきと り の主菜、 かぼ

ちゃの煮物、 きんぴら ごぼう 、 にんじ んの煮物、 ほ

う れん草の胡麻和え、 ほう れん草のおひたし 、 レッ

ド ピメ ント のマヨ ネーズ和え、 枝豆の副菜を調製し

た。 給食施設での利用を考え、 簡便に使用できる野

菜ピューレやライスジュレを用いた。 こ れらのエス

プーマによる調製品の密度、 離水量を観察し 、 物理

的特性と におい識別装置による香り の分析、 組織観

察および官能評価を行った。 鮭のクリ ーム煮は、鮭、

植物性ク リ ーム、 豆乳ク リ ーム、 味噌、 昆布水によ

り 調製し た（ 日本家政学会誌印刷中）。

結 果

　 エスプーマ食にするには、 乳脂肪クリ ーム、 植物性

クリ ーム、 豆乳クリ ームなどの凝固剤が必要である。

モデル実験 (Fig.1) より 、 豆乳クリ ームは離水し なく 、

泡の密度が小さ いので、 凝固剤とし て適し ていると 判

明し た。 各種クリ ームを使用し たエスプーマの組織構

造（ Fig.2） の観察を実施し た。 また、 味噌の添加はい

ずれのクリ ームを使用し た場合も泡の離水量を減少さ

せ、 安定性を良く した。

　 いずれの調製品も軽く （ 密度は 0.3-0.45 程度） 飲み

こみやすかった。 鮭のクリ ーム煮(Fig.3) の密度は0.45

と 低く 、 離水量もわずかであり 、 泡が軽く 安定性に優

れていた。 物理的特性については消費者庁が示す、 え

ん下困難者用食品の許可基準に基づく 条件で測定した

結果、 エスプーマ食はえん下困難者用食品の規格基準

Ⅲの範囲内であった。 女子大学生および健康な高齢者

（ 平均79.4歳、10名）をパネルとして官能評価を行った。

健康な高齢者の官能評価では飲みこみやすく 、 おいし

いとの評価を得、 咀嚼・ えん下の低下し た人の食形態

と して受け入れられると考えられた。 調製し た鮭のク

リ ーム煮で 100 kcal を摂取する場合、 33.0 ～ 35.0 g

と 少量で高エネルギー量が得られ、 低栄養になり やす

い人に効果があり、 QOL の向上につながる。

考 察

　 エスプーマ食は、 軽度のえん下困難な高齢者が喫

食可能な食事と 推測し た。 また、 多種多様な食材を

用いるこ と ができ 、 主菜も 副菜も調製できる。 その

軟ら かく テク スチャーは大変好まれるこ と から 、 高

齢者だけでなく 、 離乳食、 幼児食、 食事がスムーズ

に食べるこ と ができない知的障害者などにも 応用で

きる。

今後の展望・ エスプーマ食について

　 今後の課題は、 えん下造影検査の結果などから、

エスプーマ食の適否を判定するえん下困難者用食品

の許可基準を検討する必要がある。

　 ヨ ーグルト による免疫力改善効果の検討について

は、 今年度は新たな介入研究を実施し てはいない。

こ れは高齢者の多く が定期的に乳酸菌の含まれる食

品を摂取し ている事から 、 通常の被験者募集の方法

では適当な集団を相当数確保するこ と が困難と 考え

られたためで、 今回はその点を考慮し た研究計画を

練り 上げていきたい。
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Study Branding Business

家政学部 栄養学科　 和田涼子・ 駒込乃莉子・ 澤田めぐみ・ 峯木眞知子

Fig.1　 各種クリ ームの泡の離水量 [ml]

Fig .2　 各種クリ ームの泡の組織構造

Fig .3　 鮭のクリ ーム煮

高齢者の健康な生活を支えるための肺炎予防

－誤嚥性肺炎の予防に向けたエスプーマ法による

　 嚥下困難者用食品の開発とヨ ーグルト による

　 免疫力改善効果の検討－

高齢期

乳脂肪

植物性

豆乳

エスプーマ

植物性クリーム使用 豆乳クリーム使用

0.0
（ m l）

2.0

4.0

6.0

8.0

10 .0

12 .0

14 .0

16 .0

動物性 植物性 豆乳

乳脂肪

1 2 .7

3 .6

0 .0



総合司会： 研究支援担当 副学長／大学院 人間生活学総合研究科長／家政学部 栄養学科　 峯木 眞知子 教授

1 3： 0 0
　  

～

1 3： 1 0

ご挨拶
東京家政大学・ 東京家政大学短期大学部　 山本 和人 学長　

Ⅰ.    高齢者力アップのための筋力強化と口腔フレイルについて

1 3： 1 0
　  

～

1 3： 2 0

Ⅰ-1. 健康寿命とフレイル予防について
　 　 　 　  健康科学部 リハビリテーション学科 

　 　   木元 幸一 特任教授

1 3： 2 0
　  

～

1 3： 5 0

Ⅰ-2. 良質な筋力強化と反応能力
　 　 　 　  健康科学部 リハビリテーション学科長

　 　  清水 順市 教授

休　 憩

1 4： 0 5
　  

～

1 4： 3 5

Ⅰ-3. 健康長寿はお口の健康から
　 　  ―オーラルフレイル予防の必要性―
　 　 　　  ヒューマンライフ支援センター

　 　   内野 美恵 准教授

1 4： 3 5
　  

～

1 5： 0 5

 Ⅱ.  良質なたんぱく 質食品をとる
　 　  ―卵の力と栄養―
　 　     研究支援担当 副学長／大学院 人間生活学総合研究科長／家政学部 栄養学科

　     峯木 眞知子 教授

休　 憩

1 5： 2 0
　  

～

1 5： 5 0

 Ⅲ.  良質な睡眠をとる
　 　  ―睡眠行動科学に裏づけられた快眠術―
　 　     人文学部 心理カウンセリング学科

　     岡島 義 准教授

1 5： 5 0
　  

～

1 6： 2 0

 Ⅳ.  「 演劇」 に体当たりするシルバー世代
　     ―シアター、 クリエイティブ・ ドラマが生き甲斐を変える―
　 　     家政学部 児童学科

　    花輪 充 教授

東 京家 政大 学から 発 信する

東京 家政 大 学総 合研 究プ ロ ジェ クト

「 ひと の生（ Life ）を 支える 学 び の構築 」 シン ポジウム1

健
いきいき

康
― 高 齢 者 力 アッ プ

令和元年1 0 月2 7 日（ 日）

13： 0 0 ～ 16： 2 0 （ 12 ： 3 0 開場 ）

東京家政大学　 板橋キャンパス

12 0 周年記念館2 階　 12 0 -2 C講義室

※入退場自由

プログラ ム

共催 ： 東京都北区／板橋区教育委員会
協賛 ： 大塚製薬（ 株）／キユーピー（ 株）／劇団１９８０ ／玉川食品（ 株）／タマゴ科学研究会／八海醸造（ 株）
協力 ：  劇団あとむ

日 時

場 所

高齢者力アップのための

筋力強化と 口腔フレイルについて

Ⅰ-1

Ⅰ-2

健康寿命とフレイル予防について

良質な筋力強化と 反応能力

健康科学部 リハビリテーション学科　 木元 幸一 特任教授

健康科学部 リハビリテーション学科長　 清水 順市 教授

　「 日本人女性の平均寿命は伸びているが、最後の10 年以上は、

不自由な身で他人の援助を受けているのは情けない。 健康寿

命の延伸を考えてく ださ い。」 と 、 本学女性未来研究所樋口恵

子所長から言われたのが約５ 年前です。

　 平成26年「 フレイルに関する老年医学会からのステート メ

ント 」 と いう のが出ており 、「 フレイルには、 し かるべき介入

により 、 再び健康な状態に戻ると いう 可逆性が包含さ れてい

る。 フ レイルになっ た高齢者を早期に発見し 、 適切な介入を

すること により 、 生活機能の維持・ 向上を図るこ と が期待さ

れる」 と 述べています。

　 Fried らの提唱による評価基準は、 ①体重減少　 ②主観的疲

労感　 ③日常生活活動量の減少　 ④身体能力（ 歩行速度） の

減弱　 ⑤筋力（ 握力） の低下と いう ５ 項目です。 １ つ以上該

当すればプレフ レイルで、 ３ つ以上になると フ レイルと いう

判断です。 フ レイルの良いこと は極めて測定が簡単で分かり

やすく 、 普段の生活をチエッ ク するこ と でも 気づきが期待で

き、 被験者にかかるスト レスがほと んどないと いう こと です。

さ らにこの測定が意味すると ころは、 身体的、 精神・ 心理的、

社会的と いう ３ 要素を満足さ せる健康状態（ QOL） から、 ど

こ が欠けているか、 欠けつつあるかを見定めるこ と ができ、

適切で無難な介入により 、 再び健康な状態 (QOL) に戻り う る

と いう と ころです。

　 本日は、 フ レイルの基本的な考え方に基づく 健康への気づ

きと 、 健康寿命の延伸について話をし ます。

　 ヒ ト の身体には 600 個を超える筋肉が存在し 、 自分の意志

で収縮さ せるこ と ができる骨格筋（ 横紋筋） と 意志の影響を

受けずに収縮する内蔵筋（ 平滑筋） に分類できます。 し かし 、

心臓だけは意志に関係なく 収縮する横紋筋であり ます。 筋は

複数の筋線維が束になっ て構成さ れており 、 筋線維は成長に

伴い個々の周径が太く なり 、 長さ が伸びて全体が大きく なり

ます。 さ らに四肢に存在する骨格筋は適切な負荷（ 運動刺激）

を加えるこ と により 、 筋線維は太く 成長し 、 収縮力が大きく

なり ますが、 筋線維の数は変化し ません。 一方、 病気やケガ

により 身体運動が行われない場合は徐々に筋線維は細く 痩せ

る（ 萎縮） こ と により 収縮力も 低下し ます。 また成長期を過

ぎて、 日常生活での活動量や運動量が減少し た場合や加齢、

さ ら に定年により 働く こ と が無く なっ た場合は、 活動量が急

激に減少するために、 筋量も 急激に減少するこ と がわかっ て

います。 特にその影響は上肢の筋より も 体幹や下肢の筋に顕

著に現れます。

　 近年、 ヒ ト の組織学的身体特性を測定できる「 体組成計」

が開発さ れ、 ヒ ト の脂肪量、 筋量を数値で表示できること が

可能になり まし た。 歳を徐々に重ねてく ると「 若い世代のよ

う にキビキビと し た動きができる身体に戻り たい」 と 誰も が

思います。 し かし 、 その再獲得はたいへん難し いこ と です。

そこ で、 今回は、 低下し た筋に対し て、 誰でも できる自分の

体に適し た筋力維持・ 強化法について、 実技を行いながら 体

験をし ていただきます。

Ⅰ

「 東京家政大学から発信する いきいき健康長寿 ―高齢者力アップ」 講演解説
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研究支援担当 副学長／

大学院 人間生活学総合研究科長／家政学部 栄養学科　 峯木 眞知子 教授

Ⅱ 良質なたんぱく 質食品をとる
―卵の力と栄養―

Ⅰ-3
健康長寿はお口の健康から
―オーラルフレイル予防の必要性―

ヒューマンライフ支援センター　 内野 美恵 准教授

　 オーラルフレイルと は、口腔（ オーラル） の虚弱（ フレイル）

を表す言葉で、「 口を介し て起こる体の衰え」 のこと を意味し

ます。 加齢による歯の喪失や唾液量の低下によって、 よく 噛

めない、 飲み込みづらい、 滑舌が悪く なる等の口腔機能の低

下が起こると 、 自信を失い、 社会性の低下や気分の落ち込み

など心のフ レイルにも 影響し やすく なり ます。 その状態を放

置し ておく と 、「 むせる」「 食べこぼし 」「 食欲不振」 等の栄養

的フ レイルへ移行し 、 延いては低栄養による体力・ 筋力の低

下と いっ た身体的フレイルへ段階的に進んでいく こ と が指摘

さ れています。 フ レイルになる前の状態をプレフ レイルと い

いますが、 健康寿命を延伸するためには、 プレフ レイルの早

期に口腔機能の些細な変化を見逃さ ず、 対応するこ と が重要

です。

　「 自分の歯が 20 本未満」「 滑舌の低下」「 噛む力が弱い」「 舌

の力が弱い」「 半年前と 比べて硬いものが噛みにく く なったと

思う 」「 お茶や汁物でむせること があると 思う 」 の内、 ３ つ以

上当てはまると いう 方は、 オーラルフ レイルの可能性があり

ます。

　 私共の研究チームでは、 北区役所長寿支援課の協力の下、

高齢者ふれあい食事会への参加者である地域の 65 歳以上の介

護認定のない方を対象に、 2017 年より 年２ 回のフレイル測定

会を実施し ています。 本調査結果から オーラ ルフ レイルの前

段階の口腔機能の低下が認めら れた人は４ 割以上と 高いこ と

がわかり ました。

　 オーラルフレイルの人では、 要介護認定になるリ スクは 2.4

倍、総死亡リ スクは2.1 倍であることが報告さ れています。オー

ラルフレイルがあると 今健康でも、 近い将来に全身の衰えが

進行する可能性が高いのです。 オーラルフ レイル予防の必要

性と 予防に役立つ取り 組み事例について紹介し ます。

　 鶏卵は良質なたんぱく 質食品であり 、 安価で手軽に使用で

きる食品。 咀嚼嚥下の悪く なっ た高齢者にと っ て、 たまごか

けご飯やプディ ングは食べやすく 、 し かも 卵の持つ黄色の色

は料理を彩やかにし て、 食欲をわかせる。 茶碗蒸し や卵焼き、

シュ ークリ ーム、 ケーキなど調理の幅も 広く 、 他の食材と も

混在し てコクを与え、 おいし く 食べられる。

　 鶏卵２ 個の摂取で、 タ ンパク質を約 12 gもと ることができ、

高齢者一日のたんぱく 質量の 15％にあたる。 アミ ノ 酸スコア

は 100 で消化吸収も よい。 その他、 ビタ ミ ン A は約 19％、

ビタ ミ ン B2 は約 31％、 ビタ ミ ン B12 は約 38％、 ビタ ミ ン

D は約 33％、 葉酸 18％、 鉄 26％も取れ、 ビタ ミ ン C 以外の

栄養素をと れる優良な栄養食品である。 コレステロールを気

にさ れる方もいるが、 脂質異常症以外の方には、 コレステロー

ル量は制限さ れていない。 コ レステロールは細胞膜の構成成

分であり 、不足すると 欠陥が弱く なり 、疲労、食欲不振になり 、

いろいろな大切な働きをしている。

　 また、 卵を食べると 、 筋力アッ プ、 肝臓を守る、 視力維持、

加齢性難聴予防、 脳の発育などの報告があり 、 卵殻膜にはシ

ステンが多く 、 美肌作用で報告さ れている。 また、 卵殻には、

カルシウムやマグネシウムが多く 含まれ、 カルシウムサプリ

メ ント し て、 骨を強く することに利用されている。

　 日本人の卵の摂取量は１ 日当たり 約 3 5ｇ で、 日本全体の

消費量は、 メ キシコ、 マレーシアに続いて世界第３ 位である。

また、 鶏卵の消費期限は、 夏１ 週間、 冬２ 週間であり 、 こ れ

は生食し た場合の安全な期間を示し ており 、 冷蔵庫で保管す

れば、 １ か月程度は加熱し て食べら れる。 鶏卵の知識は正し

く 浸透し ていないこと より 身近な調理と 食事の面より 話をす

すめる。

「 東京家政大学から発信する いきいき健康長寿 ―高齢者力アップ」 講演解説

Ⅲ

Ⅳ

良質な睡眠をとる
―睡眠行動科学に裏づけられた快眠術―

眠れない日々からの脱出は睡眠習慣の改善にあり

　「 なかなか寝つけない」「 途中で何度も 目が覚めてし まう 」

「 いったん目が覚めると なかなか寝つけない」 こ のよう な眠り

への不満は、 多く の人に見ら れます。 そし て、 眠れずにつら

い日々が続く と 、「 眠れなく ても寝床に入っている」、「 眠るた

めにあら ゆる努力をし ている」、「 目が覚めたら 必ず時間を確

認する」、「 疲労感や体調不良はすべて眠れていないせいだと

考えてしまう 」 といったよう なことを繰り 返し てし まい、 いつ

の間にかそれが“く せ”になってし まいます。これらの“く せ”、

実は、 眠れない日々を維持し てし まう 原因になること が分かっ

ています。

ゴールは快眠ではなく 、 その後のハッ ピーライフ

　 眠れなく なると 、「 １ 日でも早く よく 眠れるよう になり たい」

と いう 気持ちでいっ ぱいになり 、 少し でも 良さ そう なも のは

すぐに飛びついてし まいます。 でも、 目標が「 眠れるよう に

なるこ と 」 になっ てし まう と 、 実はいつまで経っ ても ゴール

が見えなく なってし まいます。 これは、「 マッ チョ になり たい」

「 美し く なり たい」 と いう のと 同じ です。 ゴールが曖昧すぎて

永遠に追い求めてし まう こ と になり ます。 なぜ眠れないこ と

がつら いのかと いう と 、 それは、 こ れまで取り 組んでいた活

動などに支障が出てきたから ではないでし ょ う か。 そのよう

に考えると 、 睡眠の改善は目的ではなく 、 あく まで手段であ

るこ と がおわかり いただけると も います。 反対に言う と 、 日

常生活に支障がなければ、 眠り にと ら われる必要はないと も

言えます。

　 眠れないと いう 悩みをお持ちの方には、「 快眠８ ステッ プ」

と ても 効果的であること が明ら かにさ れています。 講演当日

は、 上記の内容に基づいて、 より 具体的な快眠術についてお

話しし ます。

　 現在私は、 本学児童学科において保育者養成に関わら せて

いただきながら、 舞台芸術の創造にも 取り 組んでおり ます。

その原点は、 本年94 歳になるも のの、 未だ現役の演出家を

名乗る父にあり ます。 さ すがに今は家でじ っと し ていますが、

口を開けば話題は専ら 新たな芝居の構想ばかり 。 老いても 先

を見続けよう と する父の姿には驚愕の一言です。

　 父は若い頃、 森繁久彌さ んやフ ランキー堺さ んらと ミ ュー

ジカルの制作に汗を流し ていまし た。 菊田一夫先生のブレー

ンと し て、 日本のミ ュージカルの発展のために尽力し ていた

と 聞いています。 50 を過ぎた頃からは、 児童演劇の世界に身

を置き、 子どもと の出会いを通じ て、 人の健全な育ちに、 演

劇が果たす役割の大き さ を強く 感じ たと も 聞いており ます。

そんな父の背中を見ながら 育っ てきたわけですから 、 わたく

し の演劇へのこだわり は父親譲り なのかもし れません。

　 さ て、 日本の演劇文化の現状に話を移し まし ょ う 。 一言で

いえば「 カオスの真っ只中」 と いえるのでは。 多様な表現が

いと も 簡単に受け入れら れる時代だからこ そ、 演劇の未来像

が問われていると も いえるでし ょ う 。 そのためか、 どこ の劇

団をのぞいてもフ レッ シュな顔ぶれは少なく 、 古株のなんと

多いこ と か、 思わずため息が…、 と 考えるのは大間違い。 彼

ら の醸し 出す表現のなんと 味わい深いも のか。 激動の日々を

生き抜いてきた人々が奏でる表現だからこ そ説得力をも つの

でしょ う 。

　 本日は、 現代演劇の文化振興を支える劇団１９８０ の柴田義

之さ ん、 児童演劇界のフ ロンティ ア集団、 劇団あと むの楠定

憲さ んのお二人から「 演劇」 に体当たり するシルバー世代の

熱いメ ッ セージを聞かせていただきます。 シルバーの生き甲

斐を変える演劇のさ らなる可能性について一緒に考えていき

ましょ う 。

人文学部 心理カウンセリング学科　 岡島 義 准教授

家政学部 児童学科　 花輪 充 教授

 「 演劇」に体当たりするシルバー世代
―シアター、 クリエイティブ・ ド ラマが

　 生き甲斐を変える―
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ひとの生　 　  を

支える学の構築
健 康 生 活 研 究 の 東 京 家 政 大 学

)(
東京家政大学総合研究プロジェクト 「 報告会」

令和2 年2 月1 7 日（ 月）

1 3 ： 0 0 ～ 1 5 ： 1 5 （ 開場1 2 ： 3 0 ～）

東京家政大学　 板橋キャ ンパス

1 2 0 周年記念館3 階　 1 2 0 -3 C講義室

※入退場自由

日 時

場 所

知財創造のススメ
ヒューマンライフ支援機構 産学連携ディレクター／国立研究開発法人理化学研究所／

産業連携部バト ンゾーン研究推進課副主幹／一級知的財産管理技能士（ 特許専門事務）

藤本 浩 氏

　「 知的財産」 とは人間の創造的活動により生み出され

たものをいいます。 カップラーメンなどの発明（ 特許） の

みならず、 アニメなどの著作物も知的財産です。

　 本日は、 ①「 産業連携のススメ 」 として、 スポーツ飲

料の VAAM を企業との共同研究を通じて実用化した例を

紹介するとともに、 ②家政大と玉川食品とで共同開発し

たコンディ ショ ニング麺を例に「 身近な知的財産」 を紹

介します。

特別なニーズ児に関する教員養成・
現職教員研修用教材の開発
子ども 学部  子ども 支援学科　 野澤 純子 准教授

　 障害理解・ インクルーシブ教育推進のための大学の知

を活用した障害理解推進モデルの構築を目的としていま

す。  昨年度は、 入間市の小中学校教員と本学部 教職

課程学生を対象に、 特別なニーズ児の理解や指導に関

する研修ニーズの把握を行いました。 結果に基づき、 今

年度は特別なニーズ児に関する研修用の教材開発に取り

組みました。 作成した教員研修に活用可能な短い動画教

材、 教材・ 指導のリンク集等について報告します。

器具を用いた口腔機能トレーニング時の
NIRSによる脳内血流mapの観察
ヒューマンライフ支援センター　 内野 美恵 准教授

　 よく 噛めない、 飲み込みづらい、 滑舌が悪く なる等の

口腔機能の低下をオーラルフレイルといい、 全身フレイル

( 虚弱 ) の入口であることが指摘されています。 器具を用

いた口腔機能トレーニングにより舌圧を改善させることで、

嚥下機能のみならず、 全身機能である筋肉量が改善され

る可能性が示唆されているが、 そのメカニズムについては

未だ解明されていません。 口腔機能トレーニング実施時

の脳内血流について、 NIRS による脳内血流 map を観察

した結果を報告します。

NIRSを用いた新しい食品の開発研究

家政学部  栄養学科　 佐藤 吉朗 教授

　 本来我々は舌の感覚器である味蕾を通して味を判断し

ますが、 場合によってその食品のにおいにより 判断する

場合もあります。 味噌はしょっぱいという 潜在意識がある

ため我々は味噌の香りを嗅ぐとその食品はしょっぱいと誤

認してしまいます。 これを利用し 味噌の香気成分 ( 無味 )

を減塩したみそ汁に添加し 、 減塩みそ汁を作ろうとするも

のです。

　 NIRS を使用し 、 脳血流を測定し 官能的にだけでなく 、

機器的に我々の脳の反応を明らかにします。

初等教育における医学教育プログラムの推進
ー栄養教諭を中心としてー
家政学部  栄養学科　 澤田 めぐみ 教授

　 現在、 小学生が医療・ 医学について学ぶ機会は、 第

3• 4 学年で「 体の発育 • 発達」、 第 5• 6 学年で「 心の健

康やけがの防止、 病気の予防」 を学ぶ体育の授業が中

心です。 また理科の生物分野の学習は、 その基礎となり

ますが、 いずれも非常に限られた時間内での学習にとど

まっています。 そこで我々は、 小学校での健康教育の充

実を目一的に、 食育の 環として消化吸収等の医学的基

礎的知識が習得できるよう 栄養教諭を支援するプログラム

（ 映像教材等） の作成に取り 組んでいます。 本日はその

一部をご紹介します。

研究報告

特別レクチャー

1 3： 0 0
　  

～

1 3： 1 0

ご挨拶
東京家政大学・ 東京家政大学短期大学部 山本 和人 学長

1 3： 1 0
　  

～

1 3： 2 0

知財創造のススメ
ヒューマンライフ支援機構  産学連携ディレクター／国立研究開発法人理化学研究所・

産業連携部バトンゾーン研究推進課副主幹／一級知的財産管理技能士（ 特許専門事務） 

藤本 浩 氏

1 3： 2 0
　  

～

1 3： 5 0

特別なニーズ児に関する教員養成・ 現職教員研修用教材の開発
子ども 学部  子ども 支援学科

野澤  純子  准教授

休　 憩

1 4： 0 5
　  

～

1 4： 3 5

初等教育における医学教育プログラムの推進ー栄養教諭を中心としてー
家政学部  栄養学科

澤田 めぐ み  教授

1 4： 3 5
　  

～

1 5： 0 5

N IRS を用いた新しい食品の開発研究
家政学部  栄養学科

佐藤  吉朗  教授

休　 憩

1 5： 2 0
　  

～

1 5： 5 0

器具を用いた口腔機能トレーニング時のN IRSによる脳内血流mapの観察
ヒューマンライフ支援センター

内野  美恵  准教授

1 5： 5 0
　  

～

1 6： 2 0

今後の総合プロジェクト の進め方と 来期募集テーマ
研究支援担当 副学長／大学院 人間生活学総合研究科長／家政学部  栄養学科

峯木  眞知子  教授

プログラ ム

【 特別レクチャー】

【 研究報告】

【 まとめ】
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2 0 2 0 年 度 外 部 評 価 委 員 会 の 評 価 に つ い て

　 今年度の外部評価委員会は 2020 年 3 月 3 日に開催予定で

あっ たが、 新コロナウィ ルス感染症対策のため、 やむを得ず

開催中止と なった。 外部評価委員 6 名に報告書などを郵送し 、

3 月末までに東京家政大学総合研究プロジェ クト に対し て評価

をいただいた。

　 合計は 120 満点中 97 点（ 80.8％） であり 、 高評価をいた

だいたと 判定できた。

　 1 － 4 の項目については、 着実に進捗し ている、 成果の発

表も 進んでいる、 どの研究も 何ら かの連携を行っ ており 、 一

層の連携を期待すると 評価さ れていると の記載が多く 、 新た

なⅡ期研究に対する期待を寄せられている。

　 ５ 全体評価および来期より 始まる研究について自由記述を

お願いし た。 そのままを掲載するが、 本学の研究プロジェ ク

ト の進む道を感じ さ せるコメ ント であった。

　 本研究プロジェクト がスタートした昨年度は、 採択された

14 件の個別研究が目標とするメゾット 構築に関してのゴー

ル設定がなされ、 健康生活研究の基礎的検討が各研究分

野で行われた。 初年度ということもあり、 各研究メンバーが

手探りの中で研究活動を進めてきたことが推察されるが、 本

年度の研究活動につながる活動成果をあげられたという 点

では順調な滑り出しであったといえる。

　 本年度は、 各研究の部門内の連携を密にしながら、 昨

年度の研究をさらに推進させることを念頭に、 各研究分野

において調査対象者に対してのアンケート 調査や実験が活

発に実施されている。 今後の研究活動を支えるための検証

データが着実に蓄積されており、 各研究分野の研究活動が

さらに充実してきていることがうかがえる。

　 以上のように、これまでの 2 年間にわたる研究活動による

と、 本プロジェクト の研究活動は概ね順調に進捗していると

評価できる。 次年度は、 各研究の成果の学会発表に加え、

論文化、 特許化などが開始される計画となっており、 東京

家政大学がこれまでに培ってきた専門分野の知的資源をさ

らに活かした研究活動が求められる。

　「 人の生（ Life） を支える学の構築」 と掲げた本研究プ

ロジェクト は、 子ども期から高齢期までのライフステージに見

合った健康な生き方を様 な々研究分野から支えていくための

取り組みである。 少子高齢化が進む地域社会の課題解決

に導くものとして、 近隣自治体である板橋区においても今後

の研究成果について引き続き期待したい。

　 2018 年度から開始された東京家政大学総合研究プロ

ジェクト は、「 人の生を支える学の構築」 を目指すといった

難しいテーマに対して、 東京家政大学ならではの視点で、

調査・ 研究が進められており、「 長生きするなら北区が一番」

「 子育てするなら北区が一番」 を目指している北区にとって

も、 大変参考になる取り組みとして注目するとともに、 高く

評価しています。 今回改定した「 北区基本計画 2020」 の

中でも、 65 歳健康寿命を指標として、 区民一人ひとりの心

と体の健康づくりの支援に全力で取り組むこととしており、「 は

ぐく む力」 や「 まけない力」 による健康長寿の実現に向け

た研究や、 その成果などを楽しみにしています。 また、 新た

に募集される「 つながる力」 の研究テーマについても、 地

域のきずなづくりを最重要課題としている北区にとって関心

の高い分野であり、 こうした力が、 平常時のコミュニティは

もとより、 災害時などにも有効に機能していければと、 考え

ています。 今後とも、 様 な々分野で共同させていただくとと

もに、 研究の成果が、 地域課題の解決に繋がるよう、 北区

としても一緒に取り組みを進めさせていただければ幸いで

す。

　 今回は、 資料のみの評価となり残念ですが、 各分野の研

究成果が地域（ 市民） やサポート 現場等において、 実践さ

れることを期待しています。 そのためには、 行政との連携を

強固にし、 市民等へのアプローチを一体的に進めることも必

要と考えます。

　 総合研究プロジェクト の中間まとめということで、 成果も

盛り込まれ、 初年度よりも充実した内容になっていると思い

ます。 研究により進度は様 で々すが、 その成果は地域の課

題解決に資するものでありますので、 こうした東京家政大学

ならではの研究の継続を希望するとともに、 来期から始める

予定の研究についても、 行政として積極的に協力してまいり

ます。

　 本研究の目的は「 人の生（ Life） を支える学の構築」 を

目指し、 子ども期・ 青年期・ 子育て期・ 壮年期・ 高齢期

の課題を解決していくことです。 それぞれの時期で、 発達・

学校教育・ 疫病予防： 病原の早期発見・ 健康寿命に関す

る 14 の研究が継続しています。 出版・ 広報・ 教育・ 特許・

共同研究・ 寄付講座の評価項目はおおむね達成されていま

すが、 今後の研究の進め方において以下の 2 点が望まれ

ます。

　 ・ チェックポイントとマイルスト ーンの設定をする。

　 ・ 一般の人、 地域の人の参加を促進する。

　 来期は知財に関連して「 うみだす力」 と人と人とつながり

社会問題を対象として「 つながる力」 に関する研究を募集

しており、 産学連携・ 地域社会との連携が期待できる。

　 大学における研究は、 研究そのものの学問的価値はもち

ろんのこと、 その知見を活かし人々のより良い生の実現に貢

献できてこそ本物と言えます。 その意味で、 器楽が取り組ま

れている “ 人の生（ Life） を支える学の構築 ”はまさに本

物への道と言えるのかもしれません。

　 とはいえ、 研究の実践には手間暇がかかるのが通常、 そ

れを厭わずに研究に没してこそ真の研究者なのだと考えま

す。 今回外部評価ということで、 それぞれの研究者の方々

の取り組みを①計画の妥当性、 ②進捗状況、 ③学術的成

果発表状況さらに④地域、 産学官との連携状況という 4 つ

の観点から評価させて頂きました。 具体的には各研究領域

の種類やアプローチの仕方によってそれぞれの観点からの

評価にはございましたが、僭越ながら全体としての評価は「 お

おむね良好」 と評価させていただきました。 現在、 貴学が

取り組まれている研究プロジェクト は走り出したばかりとは言

え、 着実に前に進んでおられるご様子、 誠に喜ばしい限り

です。

　 また 2020 年度に向けては、 新たに本プロジェクト の研

究領域を 4 つのカテゴリーに分け、「 うみだす力」 と「 つな

がる力」 に関する新規研究の募集を含め、 全体としてバラ

ンスの取れた研究が進められようとしていることも評価すべ

き事項と考えます。 最後に、 本プロジェクト がさらに推進、

発展されるとともにそれぞれの研究に携わる方々のさらなる

ご活躍、 ご健勝を心よりご祈念申し上げます。

【 質問項目】

１ ：  研究計画の妥当性…総合研究プロジェ ク ト の趣旨に適合し た研究であ

るか　

  5 点 ( 適合 )　 4 点 ( おおむね適合 )　 ３ 点 ( 一部適合 )　 ２ 点 ( やや不

適合 )　 １ 点 ( 不適合 ) 

２ ：  研究の進捗状況…総合研究プロジェ ク ト と し て研究が進捗し ているか

  5 点 ( と ても 進捗 )　 4 点 ( 進捗 )　 ３ 点 ( やや進捗 )　 ２ 点 ( やや停滞 )　

１ 点 ( 停滞 )

３ ：  学術的成果発表状況…総合研究プロジェ ク ト と し て学術成果を 外部に

発表し ているか　 　

  5 点 ( 発表 )　 4 点 ( 投稿中 )　 ３ 点 ( 成果まと め段階 )　 ２ 点 ( 準備中 )　

１ 点 ( 停滞 ) 　

４ ：  地域、 産官学と の連携状況…総合研究プロジェ ク ト と し て、 地域、 産

官学と 連携し ているか　 　

  5 点 ( 連携 )　 4 点 ( 一部連携 )　 ３ 点 ( 連携協議中 )　 ２ 点 ( 準備中 )　

１ 点 ( 未検討 ) 　

番号 内容 委員❶ 委員❷ 委員❸ 委員❹ 委員❺ 委員❻

１
研究計画の

妥当性
４ 5 ４ 5 4 4

２ 研究の進捗状況 ４ 4 ４ 4 3 4

３
学術的成果

発表状況
３ 3 ３ 5 5 3

４
地域、 産官学

と の連携状況
４ 4 ４ 4 4 4

５
評価合計 :

全体のコ メ ント
15 16 17 18 16 15

委員❶

委員❷

委員❸

委員❹

委員❺

委員❻

【 外部評価委員一覧】

●板橋区　 政策経営部部長 ............................ 堺　 由隆　 様

●北区　 　 政策経営部長 ................................ 中嶋　 稔　 様

●入間市　 子ども 支援部部長 ......................... 原嶋裕子　 様

●狭山市　 　 　 　 　 　 総合政策部部長 ........ 木村孝幸　 様

●東京医科歯科大学　 呼吸器内科教授 ........ 宮崎泰成　 様

●東京医科歯科大学　 教養学部教授 ............ 水野哲也　 様
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【 著書】
・  浅井拓久也・ 西山敏樹・ 野澤純子他：「 子ども の発達の連続性を支える 保育の心理学」

第10章3． 幼児教育と 学校教育の連携を 円滑にする ために必要なこ と はなんでし ょ
う か， pp.164-169（ 全216頁）， 教育情報出版， 2019年５ 月．

・  宮島祐：「 小児コ モ ン60疾患実践ガイ ド ラ イ ン 活用術」 第12章精神疾患； ADHD，
pp.242-247(全362頁)中山書店， 2019年4月．

・  宮島祐：「 子ども の保健」 第４ 章６ 精神疾患， pp.88-102， 第９ 章３ 個別的な配慮を
要する子ども への対応pp.175-180， ４ 「 気になる子」 に関連する神経発達症群の代
表的な病態， pp.181-185， 光生館， 2019年4月.

【 論文】
・  野澤純子・ 阿部崇・ 宮島祐・ 田中恵美子・ 末廣杏里： 通常学校教員のイ ン ク ルーシ

ブ教育に関する ニーズーＡ 市小中学校教員の研修内容のニーズに焦点を 当ててー，
東京家政大学教員養成教育推進室年報第８ 号pp.121-126， 2019年（ 査読無） .

・  NO ZAW A Ju nko： A Study o f Professional Developm ent on Special Needs of 
Nursery School Teachers. ‐ Focus on the teacher's decision-making process in 
special support-， The Asian Journal of Child Care ， 9， pp.11-20， 2019(査読有)．  

・  阿部崇・ 野澤純子・ 末廣杏里・ 宮島祐・ 田中恵美子： 特別支援教育の教材に関する
情報提供の現状と 課題-教育委員会のW ebサイ ト による情報発信を通し てー， 東京家
政大学教員養成教育推進室年報， 第９ 号， PP.173-178， 2020年（ 査読無） .

・  A.Yasum ura， M .Om ori， A.Fukuda， J.Takahash i， Y.  Yasum ura， E.Nakagawa， 
T.Ko ike， Y.Yamashita， T.M iyaj im a， et al. Age-related diff erences in frontal lobe 
function in children with ADHD， Brain & Developm ent， 2019（ original article： 査
読有）

・ 宮島祐： ADHDの鑑別診断，チャ イ ルド ヘルスVol.22(10)，pp.17-19，2019年（ 査読無）
・  宮島祐： 日本およ び世界の流通規制の実態と 流通規制の意義は？， 臨床精神医学 

 Vol.22(10)， 2019年， 星和書店（ 査読無）
・ 宮島祐： 不登校と 発達障害，M odern Physician Vol.39(12)，新興医学出版社（ 査読無）
【 学会発表】

・  野澤純子・ 阿部崇・ 末廣杏里： 通常学校教員のイ ンク ルーシブ教育に関するニーズ，
 日本特殊教育学会第57回大会ポスタ ー発表， 広島大学， 2019年9月．

・  山崎知克・ 宮本信也・ 奥山眞紀子・ 小林繁一・ 杉山登志郎・ 中田洋二郎・ 古荘純一・
松嵜く み子・ 宮島 祐， 他： 子ども のト ラ ウマおよび子ども 虐待に関する日本小児精
神神経学会の取り 組み， 第115回日本精神神経学会ポスタ ー発表， 新潟朱鷺メ ッ セ，
2019年5月

【 社会活動】
・  宮島祐： 特別な支援を 要する 保育と は？， 東京家政大学・ 入間市共催　 令和元年度

保育者研修会2019年7月.

・  宮島祐： 基礎から 学ぶ発達障害・ 知的障害「 行動の問題」 がある 子への理解と 対応
～薬物治療も 含めて～， 2019年夏発達協会実践セミ ナー， 東京フ ァ ッ ショ ン ビ ル，
2019年8月.

・  宮島祐： 講座５ 特に配慮を必要と する子ども と その保護者の支援，認定こ ども 園園長・
副園長（ 教頭） ステッ プアッ プ研修会Ⅱ， 東京ヒ ュ ーリ ッ ク ホール浅草橋， 2019年
10月.

・  宮島祐： シ ン ポジウム「 子ど も の生(Life)を 支える 美術の役割」 :「 気になる 子」 は
成長し て様々な輝き を も たら す「 パステルゾ ーン」 の子ども たち， 臨床美術学会第
11回大会， 東京家政大学狭山校舎， 2019年11月.

・  宮島祐： ワーク ショ ッ プ基調講演「 発達障害再考～あり のままに生きる」， 日本福祉
心理学会第17回大会， 東京家政大学161C教室， 2019年11月.

・  宮島祐： 乳幼児の発達障がいについて， 日本助産師会三部会研修会，日本助産師会館，
2019年12月.
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【 社会活動】
・  澤田めぐ み： 2018年12月13日「 開発教材（ 体パズル） を 用いた出張授業」 於新渡

戸文化小中学校サイ エンスク ラ ブ

・  澤田めぐ み： 2019年3月7日「 開発教材（ 血液の遠心分離など） を 用いた出張授業」
於新渡戸文化小中学校サイ エンスク ラ ブ
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【 論文】
・  平野真理・ 三浦正江・ 近藤有美香： 現代の若者が持つ社会における暗黙の女性観の

探索的検討―文章完成法を 用いた質的分析―， 東京家政大学研究紀要60(2)， pp.57-
64， 印刷中（ 査読有）．
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【 論文】
・  関目綾子・ 澤田めぐ み・ 太田一樹・ 田中寛・ 和田涼子・ 峯木眞知子： 女子大学生に

おける 食事摂取状況と 不定愁訴の関連， 東京家政大学研究紀要61巻(2)pp.13-20，
2020年3月（ 査読中） .

【 学会発表】
・  関目綾子・ 澤田めぐ み・ 太田一樹・ 田中寛・ 和田涼子・ 峯木眞知子： 女子大生の不

定愁訴と 食事状況の関連， 第66回日本栄養改善学会学術総会ポスタ ー頭発表， 富山
県民会館， 2019年9月.
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【 学会発表】
・  赤石記子・ 三神彩子・ 長尾慶子： 東京都北区における家庭でのごみ削減に関する レ

シピの開発―リ デュ ースク ッ キング推進への協力―（ 第3報）， 日本家政学会第71回
大会ポスタ ー発表， 四国大学， 2019年5月.

・  日原真由美・ 赤石記子・ 三神彩子・ 長尾慶子： 東京都北区におけるリ デュ ースク ッ
キン グレ シピ の開発-家庭でのご み削減推進の協力（ 2018年度） ―， 日本調理科学
会2019年度大会ポスタ ー発表， 中村学園大学， 2019年8月.

・  三神彩子・ 赤石記子・ 長尾慶子・ 井上理一郎： 調理の基本操作における 省エネ行動
によるCO2排出量削減効果， 日本調理科学会2019年度大会ポスタ ー発表， 中村学園
大学， 2019年8月.

・  井上理一郎・ 赤石記子・ 三神彩子・ 長尾慶子： 家庭における 省エネ行動の定量化及
び行動変容の可能性-台所（ コ ンロ） での省エネ行動―，BECC JAPAN2019ポスタ ー
発表， 東京大学生産技術研究所， 2019年8月.

【 獲得外部予算】
・  赤石記子・ 三神彩子： 受託研究　 東京ガス(株)　「 加熱操作法ご と の省エ ネ性及び

CO2排出量削減効果の評価」　 2019年度　 300千円．
   連携事業　 北区　「 リ デュ ースク ッ キン グレ シ ピ 作成及び食品ロ ス 削減啓発業務」

2019年度

・ 海老塚広子・ 加藤和子： 受託研究　 理研ビタ ミ ン(株)　 2019年度
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【 論文】
・  藤田藍津子・ 玄番千恵巳・ 今留忍・ 田中恵美子： 発達障害児を 育てる母親の心的体験

と 経験， 東京家政大学紀要 第60集， Vol.1， pp.21-28， 2020年(査読有)．
【 学会発表】
・  藤田藍津子・ 玄番千恵巳・ 今留忍・ 田中恵美子： 子育て支援施設を利用する発達障害

児を育てる母親たちの心的体験， 日本看護科学学会第39回口頭発表， 2019年11月
【 獲得外部予算】
・  研究代表　 藤田藍津子： 科学研究費助成事業　 若手研究(B)　 17K18129　 放課後等デ

イサービスの看護師役割に関する研究　
・  分担： 科学研究費助成事業　 基盤研究(C)　 18K10556　 就労期の小児がんと AYA世代

のがん経験者に対する栄養と 運動プログラ ムの評価　
・  分担： 科学研究費助成事業　 基盤研究(C)　 17K12139　 看護実践者のコ ンピテンシー

と 大学教員に求めら れるコ ンピテンシーの関連性の究明　
【 社会活動】
・  玄番千恵巳： ベビーマッ サージ講師， 2019年11月18日， 2020年1月15日， 2月19日，

産後ケアサロン（ 狭山校舎）
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【 論文】
・  Akiko Komatsu， Hideki Kondo， Masayuki Sato， Atsushi Kurahashi， Kozo Nishibori， 

Nobuhiro Suzuki， Fum ih iro  Fu jim ori　 (2019)　 Iso lation and cheracterization　 of　
a　 novel　 m ycovirus　 infecting　 an　 edib le　 m ushroom ，　 Grifo la　 frondosa.　
60:211-220 . （ 査読有）

・  藤森文啓：（ 2019） 菌類に感染する ウイ ルスは生活に役立つのか　 日本家政学会誌　
シリ ーズ　 く ら し の最前線　 70:762-769 . 

【 学会発表】
・  水谷行善（ 名古屋大学）・ Classanzio Matteo（ ボローニャ 大学）・ 太田綺弥（ ボロー

ニャ 大学）・ 藤森文啓（ 東京家政大学）・ 上坂一馬（ 名古屋大学）・ 千葉壮太郎（ 名古
屋大学） 2019 植物病原糸状菌を制御する菌類ウイ ルスの探索と ゲノ ム解析の迅速化 
日本生物工学会（ 岡山　 9/17）

【 獲得外部予算】
・  藤森文啓： 菌類ウイ ルス資源の開発と その利用法の新展開・ 科学研究費助成事業基

盤研究(Ｂ )・ 分担者・ 課題番号17H03950　 2017 ～ 2020年
・ 藤森文啓： 共同研究費　 株式会社ハイ フ ァ ジェ ネシス　 令和元年
・ 藤森文啓： 共同研究費　 フ ァ ンケル株式会社　 令和元年

 09

【 論文】
・  Shintaro Takase, Kouta M iyagawa and H isa fum i Ik ed a . Label-Free Detection 

of Zeptom ol m iRNA via Peptide Nucleic Acid Hybrid ization Using Novel Cyclic 
Voltammetry M ethod. Sensors 2020, 20, 836-852.（ 査読有）

【 特許】
・  高瀬信太郎・ 宮川宏太・ 宇佐美英治・ 池田壽文：  PCT/JP2019/40922「 極微小溶液

による核酸のハイ ブリ 方法」
・  高瀬信太郎・ 池田壽文・ 宇佐美英治： PCT/JP2019/45252「 電気化学測定に於ける

ハイ ブリ 時作業環境」
・ 池田壽文： 特願2020-015458「 人工核酸に基づく アフ ィ ニティ ーク ロマト グラ フ ィ ー」
【 獲得外部予算】
・ 池田壽文： 共同研究経費5,400千円．  
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【 社会活動】
・  参加者　 加藤和子・ 内野美恵・ 和田涼子・ 田中恵美子，社会福祉演習（ 田中ゼミ ） 15名：

知的障害のある人たちと の調理教室， 2019年7月13日， 10月5日， 12月7日　 於： 東

京家政大学 ６ 号館 調理研究室， 知的障害のある参加者9名， 支援者1名
・  参加者　 加藤和子・ 和田涼子・ 田中恵美子： 障害者グループ ホームでの調理研究，

2020年2月18日， 2月25日　 於： ド リ ームハウスⅠ 北区上十条3-25-13　 グループ
ホーム利用者（ 知的障害あり ） 10名， 支援者3名
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【 著書】
・  山口庸子・ 生野晴美・ 潮田ひと み他：「 衣生活論－持続可能な消費と 生産」 第５ 章　

衣服の機能と 快適性， pp.66-79 (全153頁)， アイ ・ ケイ ・ コ ーポレーショ ン ， 2019

年4月.
【 学会発表】
・  濱田仁美・ 小林桃香・ 齋藤友里菜・ 濱野椋子： 乳幼児用紙おむつ吸収体部の熱・ 水

分移動特性， 2019年度繊維学会年次大会(東京)， 2019年6月.
・  清水美沙・ 腰原愛恵・ 濱田仁美： 尿ケア専用ナプキン吸水時の風合い変化， 日本繊

維製品消費科学会2019年年次大会(奈良)， 2019年6月.
・  H itom i Ham ada， M isa Sh im izu， M anae Kosh ihara: Evaluation of the texture of 

absorbent pads， Com fort and Smart Textile International Symposium  2019(Nara， 
Japan)， 2019/9.

・  N a tsu k i  Sh i ra i， H i to m i  H a m ad a :  Therm a l Com fo rt o f the W aist Part o f 
D ispo sab le  D iapers， Com fo rt and  Sm art Texti le  In ternatio nal Sym posiu m 
2019(Nara， Japan)， 2019/9.

・  潮田ひと み： 姿勢矯正下着の適正圧に関する調査， 日本衣服学会第71回年次大会(千
葉)， 2019年11月.

【 獲得外部予算】
・  研究代表者　 濱田仁美： 企業から の受託研究（ 日本製紙ク レ シア株式会社）， 紙おむ

つ等のヘルスケア製品の物性と 着心地に関する研究
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【 論文】
・  松岡洋子： 介護予防と 買い物支援を 一体的に（ 山口県防府市）， 文化連情報，

Vol.495， pp.56-59， 2019年（ 査読無） .
・  松岡洋子：「 福祉（ 総合事業） で地域づく り 」 に取り 組む（ 山口県萩市），文化連情報，

Vol.496， pp.66-69， 2019年（ 査読無） .
・  松岡 洋 子：「 活動 し た く な る 」 地 域 づ く り （ 秋田 県 小坂 町 １ ）， 文化 連 情 報，

Vol.498， pp.52-56， 2019年（ 査読無） .
・  松岡洋子：「 活動し た く な る 」 地域づ く り （ 秋田県小坂町２ ）， 文化連情報人，

Vol.499， pp.66-69， 2019年（ 査読無） .

・  松岡洋子： 短期集中サービスで「 元の暮ら し にも どす」（ 大阪府寝屋川市１ ）， 文化
連情報人， Vol.500， pp.64-67， 2019年（ 査読無） .

・  松岡洋子： 短期集中サービ スで「 元の暮ら し にも どす」（ 大阪府寝屋川市２ ）， 文化
連情報人， Vol.501， pp.64-67， 2019年（ 査読無） .

・  松岡洋子： 総合事業実践自治体（ 人口１ 万人未満）から 成功要因をさ ぐ る， 文化連情報，
Vol.502， pp.68-73， 2019年（ 査読無） .

・  松岡洋子： 短期集中サービ スのモ デル事業を 開始（ 山口県防府市）， 文化連情報，
Vol.503， pp.68-67， 2020年（ 査読無） .

【 学会発表】
・  M a tsuo k a， Y.， Ageing in  Place and  Inform al Support:   Challenges o f Sm all 

Rural M unicipalities of fo llow ing Long-term  Care Insurance Reforms in Japan， 
International Conference European ʻ Network for Housing Research 2019 Athens ，ʼ  
W H15:  Housing and Living Condition for Ageing Popu lation， Oral presentation 
and full paper presented， 29th August 2019 .
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【 学会発表】
・  小泉和子・ 星野桃子・ 渡辺菜々美・ 小泉昌子・ 和田涼子・ 峯木眞知子： エスプーマ

法によ る高齢者向け和風魚料理の品質特性， 第72回日本家政学会大会口頭発表・ ポ

スタ ー発表， 四国大学， 2019年5月.
・  駒込乃莉子・ 和田涼子・ 加藤和子・ 峯木 眞知子： エスプーマ調理し た米粥の高齢者

によ る 官能評価， 日本家政学会第71回大会ポスタ ー発表， 四国大学（ 徳島）， 2019
年5月

・  小泉和子・ 小泉昌子・ 和田涼子・ 峯木眞知子： ク リ ームの温度がエ スプ ーマ法に
よ る 魚料理に及ぼす影響， 日本調理科学会2019年度大会口頭発表， 中村学園大学，
2019年8月.

・  小泉和子・ 小泉昌子・ 峯木眞知子： 高齢者向き 泡状食の観察， 日本家政学会食品組
織部会主催2019年度講演・ 実習会口頭発表， 日立ハイ テク サイ エンスセミ ナールー
ム， 2019年9月.

・  駒込乃莉子・ 山本菜美・ 和田涼子・ 加藤和子・ 峯木眞知子： エスプーマ調理法によ
る 米ゲルを 用いた泡米粥の調理特性， 日本調理科学会2019年度大会ポスタ ー発表，
中村学園（ 福岡）， 2019年8月.

・  永山若菜・ 丸島花恋・ 小泉昌子・ 峯木眞知子： エスプーマ調理法による高齢者向け
副菜の調製， 日本官能評価学会2019年度学会ポスタ ー発表， 東京家政大学， 2019
年11月.

【 獲得外部予算】
・ 和田涼子・ 峯木眞知子： 東和食品研究200万円

研 究 統 括
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峯木 眞知子 教授　 Machiko Mineki

　 東京家政大学総合研究プロジェ クト は、 平成 30 年よ

り 山本和人学長の下で、 本学の長年の研究・ 教育を「 ひ

と の生（ Life） を支える学」 と し て構築し ていく 5 年間

の研究事業です。

　 この研究は、 本学の家政学部、 人文学部、 健康科学部、

子ども 学部より 14 課題の研究から 成り 立ち、 参加し て

いる研究者は約 40 名で、 本学の教育と 研究の実績から 、

子ども 期、 青年期、 子育て期、 壮年期、 高齢期までの全

てのライフ ステージを対象にし て行います。 こ れら の健

康生活に係る研究は、 総合的・ 学際的・ 多面的にすすめ

ると こ ろに本学独自の特徴があり 、 エビデンスの構築に

寄与し 、 その情報を広く 地域社会に発信し て必要があり

ます。

　 具体的には、「 ひと の生 (life) を支える学の構築」 シン

ポジウム東京家政大学から 発信する いきいき健康長寿

―高齢者力アッ プを 2019 年 10 月 27 日に開催し 、 北

区・ 板橋区の元気な高齢者を含めた 150 名以上の参加

者が集まり 、 大変好評でし た。 また、 2020 年 1 月 17

日には、 ウィ ーク リ ーリ サーチのオープンレク チャ ー

と し て報告会を開催いたし まし た。 それら の活動はこの

2019 年度報告書に掲載いたし まし た。 外部評価委員会

は、 3 月 3 日に予定さ れており まし たが、 新コロナウィ

ルスの影響で中止になり 、 書類での報告になり まし た。

　 来年度は、 3 年目を迎え、 新し いテーマの研究が始ま

り ます。 東京家政大学の活気につながること を期待し て

おり ます。

41


